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泉
南
市
防
災
計
画
と
は

　

災
害
対
策
基
本
法
第
42
条
に
基
づ

く
市
民
の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
市
防
災
会
議
が
作

成
す
る
計
画
で
す
。
本
計
画
は
、
災

害
予
防
・
災
害
応
急
対
策
・
災
害
復

旧
復
興
に
関
し
、
市
・
防
災
関
係
機

関
・
そ
の
他
防
災
上
重
要
な
施
設
の

管
理
者
が
処
理
す
べ
き
事
項
や
業
務

の
大
綱
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

改
訂
の
視
点

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
想
定
外
の
巨
大
地
震
に

よ
る
大
津
波
の
襲
来
等
に
よ
り
、
未み

曾ぞ

う有
の
被
害
が
発
生
し
、
そ
れ
ま
で

の
国
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
の

防
災
基
本
計
画
や
大
阪
府
地
域
防
災

計
画
が
修
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平

成
25
年
に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
か
か
る
府
内
の
新
た
な
津
波
浸
水

想
定
や
被
害
想
定
等
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
訂
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
得
た
貴
重
な
教
訓
や
各
種
計
画

等
の
修
正
内
容
を
と
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

対
す
る
備
え
な
ど
、
市
の
防
災
体
制

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
効
果
的
な
防

災
対
策
の
実
施
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

主
な
改
正
内
容

■
防
災
体
制
の
整
備

　

現
計
画
の
地
震
や
風
水
害
等
の
災

害
に
加
え
、
大
阪
府
が
新
た
に
公
表

し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害

想
定
等
を
踏
ま
え
た
津
波
災
害
等
に

備
え
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準

や
職
員
の
配
備
体
制
等
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

■
避
難
所
等
の
見
直
し

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
一
定
期
間

の
避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
を
想
定

し
た
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、
幼
稚

園
・
小
学
校
の
統
廃
合
や
建
物
の
耐
震

性
を
考
慮
し
た
見
直
し
や
、
災
害
か
ら

一
時
的
に
避
難
す
る
た
め
の
広
域
避

難
場
所
や
一
時
避
難
場
所（
公
園
な
ど
）

の
追
加
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備

　

災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
に
不
安

の
あ
る
方
に
対
す
る
避
難
支
援
や
、

安
否
確
認
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▽
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
や
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
作
成

▽
福
祉
避
難
所
（
二
次
的
避
難
所
）

の
指
定

泉南市防災計画を見直しました

防災・減災のためには、自助・共助・公助の連携が不可欠です
　東日本大震災では、地震・津波によって市町村の行政機能が停滞してしまい、住民自身による自助、地域コミュニ
ティにおける共助が避難所運営等において重要な役割を果たしました。本市においても、今後、発生が危惧されてる
南海トラフ巨大地震等による大規模災害に備え、自助・共助の役割がさらに重要となります。

自助
市民、家庭、事業所等が、
自らを災害から守る。

共助
区・自治会および自主防災組織、
ボランティア団体、事業所等が
市民等との協働によって地域を
災害から守る。

公助
市や府、関係機関等が連携して
市民等を災害から守る。

市民、家庭、事業所等が、 区・自治会および自主防災組織、
ボランティア団体、事業所等が
市民等との協働によって地域を
災害から守る。

公助

相互の連携を強め、
一体となった各種取組みの推進
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泉南市防災計画を
見直しました

【問合せ】危機管理課
（☎479-3601）

■
自
主
防
災
組
織
等
の
活
動
の
推
進

　

大
規
模
災
害
時
の
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
、
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
、
そ
の
土
台
と
な
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
消
防
団
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
体
制
の
整

備
・
促
進
を
行
い
ま
す
。

▽
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
自

主
防
災
組
織
等
の
設
立
や
、
活
動
の

促
進

▽
地
区
の
特
性
を
反
映
し
た
避
難
訓

練
や
消
火
訓
練
な
ど
の
実
施

▽
子
ど
も
や
女
性
、
高
齢
者
、
事
業

者
な
ど
多
様
な
主
体
を
交
え
た
自
主

防
災
活
動
等
の
実
施

■
地
区
防
災
計
画
等
の
策
定

　

住
民
等
に
よ
る
防
災
訓
練
や
物
資

等
の
備
蓄
、
災
害
時
の
住
民
等
の
助

け
合
い
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

で
の
自
発
的
な
防
災
活
動
を
内
容
と

す
る
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
推
進

し
ま
す
。

▽
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
区
単
位
に

よ
る
地
区
防
災
計
画
の
策
定
支
援

▽
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
や
浸
水
想

定
区
域
な
ど
が
確
認
で
き
る
地
域
版

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

泉南中学校
西信達中学校
一丘中学校
信達中学校
新家小学校
信達小学校
東小学校
西信達小学校
鳴滝小学校
樽井小学校
雄信小学校
砂川小学校
一丘小学校
新家東小学校
くすのき幼稚園
ニチイキッズ泉南保育園
浜保育所
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
樽井公民館
人権ふれあいセンター
岡中老人集会場
浜老人集会場
下村老人集会場
中村老人集会場
別所老人集会場
市場老人集会場
六尾老人集会場
埋蔵文化財センター
府立りんくう翔南高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

樽井 2-9-1
岡田 3-24-1
信達市場 543-12
信達牧野 34-1
新家 975
信達牧野 705
信達金熊寺 553
岡田 5-24-1
信達市場 1602
樽井 4-29-1
男里 3-11-1
信達市場 450-6
新家 285-7
兎田 729-3
馬場 1-3-1
樽井 8-7-5
男里 7-13-1
新家 2948
信達牧野 413
岡田 3-9-7
樽井 6-11-16
樽井 9-16-2
信達岡中 620
男里 7-29-20
新家 3552-1
新家 2976-5
別所 222
信達市場 2076-1
信達六尾 324-2
信達大苗代 374-4
樽井 2-35-54

地震
地震・津波
地震
地震・土砂
地震・土砂・洪水
地震
地震・洪水
地震
地震
地震・洪水・津波
地震・洪水・津波
地震・土砂
地震・洪水
地震
地震・洪水
地震・洪水・津波
地震・洪水
地震・洪水
地震
地震・津波
地震・洪水・津波
地震・津波
地震・土砂・洪水
地震・洪水
地震・洪水
地震・洪水
地震・土砂
地震
地震・土砂・洪水
地震・洪水
地震・津波

樽井二丁目 9番 1号
岡田三丁目 24 番 1号
信達市場 543 番地の 12
信達牧野 34 番地の 1
新家 975 番地
信達牧野 705 番地
信達金熊寺 553 番地
岡田五丁目 24 番 1号
信達市場 1602 番地
樽井四丁目 29 番 1号
男里三丁目 11 番 1号
信達市場 450 番地の 6
新家 285 番地の 7
兎田 729 番地の 3
馬場一丁目 3番 1号
樽井八丁目 7番 5号
男里七丁目 13 番 1号
新家 2948 番地
信達牧野 413 番地
岡田三丁目 9番 7号
樽井六丁目 11 番 16 号
樽井九丁目 16 番 2号
信達岡中 620 番地
男里七丁目 29 番 20 号
新家 3552 番地の 1
新家 2976 番地 5
別所 222 番地
信達市場 2076 番地の 1
信達六尾 324 番地の 2
信達大苗代 374 番地の 4
樽井二丁目 35 番 54 号

施設名 住所 対象災害

指定避難所一覧
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平
成
12
年
7
月
1
日
、
本

市
は
和
歌
山
県
龍
神
村
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
5
月
1

日
、
和
歌
山
県
田
辺
市
と
龍
神

村
他
3
町
村
が
合
併
し
、

姉
妹
都
市
は
引

き
継
が
れ
、

今
年
合
併

10
周
年
を

迎
え
ま

し
た
。　

　

今
後
の

更
な
る
発

展
を
祈
念
し
、

記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課      

　
　
　
　
（
☎
483
・
0
0
0
2
）

　

本
市
で
は
、
平
成
11
年
に
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
こ
の
度
、
改
定
作
業

を
行
い
ま
し
た
。改
定
に
あ
た
り
、

公
募
に
よ
る
4
名
の
市
民
委
員
に

参
画
い
た
だ
き
、
課
題
や
方
針
を

検
討
し
、
市
民
の
意
向
を
収
集
す

る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
を
代
表
し
て
市
民
委
員

か
ら
「
泉
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
（
原
案
）」
が
市
長
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
都
市
計
画
審
議
会
を
経

て
決
定
し
、
市
民
、
事
業
者
等
と

協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課      

　
　
　

   　
（
☎
483
・
9
9
7
3
）

　

泉
南
市
男
里
土
地
改
良
区
が
、

こ
の
度
、
用
水
の
管
理
や
池
の

取
水
口
・
余
水
吐
け
・
導
水
等

の
維
持
管
理
、
双
子
池
改
修

工
事
、
2
級
河
川
金
熊
寺
川
の

井い
ぜ
き堰
改
修
工
事
等
、
事
業
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

全
国
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
会
長
よ

り
銅
賞
を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
9
9
7
4
）

　

将
来
の
農
業
者
を
育
成
す
る

た
め
の
「
泉
南
農
業
塾
」
が
開

校
し
ま
し
た
。
複
数
の
応
募

者
の
中
か
ら
合
格
さ
れ
た
角す
み
つ
じ辻

明あ
き
の
り徳
さ
ん
、
地
元
農
業
従
事
者

で
講
師
の
上う
え
の野
寛か
ん
じ治
さ
ん
ら
が

出
席
し
、
5
月
1
日
に
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

作
付
か
ら
収
穫
、
出
荷
と
農
作

業
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、

農
業
従
事
者
と
し
て
の
自
立
を

め
ざ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
9
9
7
4
）

「
泉
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
原
案
）」
を
市
長
に
報
告

第
56
回
全
国
土
地
改
良
功
労
者
等

表
彰
式

和
歌
山
県
田
辺
市
合
併
10
周
年

Topics
新着ニュース

　

4
月
に
新
た
な
教
育
委
員
会
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴

い
、
5
月
12
日
に
初
め
て
の
総
合

教
育
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

   

こ
の
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委

員
会
が
教
育
政
策
に
つ
い
て
協
議

す
る
も
の
で
、
当
日
は
熱
心
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
協
議
・
調
整
を

重
ね
て
「
教
育
大
綱
」
を
策
定
し
、

本
市
の
教
育
政
策
に
関
す
る
方
向

性
を
明
確
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
政
策
推
進
課      　

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
0
0
0
4
）

第
1
回
教
育
総
合
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

泉
南
農
業
塾
開
校
式
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

　

本
市
の
公
共
施
設
等
の
将
来

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、「
泉
南
市
公

共
施
設
等
最
適
化
推
進
基
本
計

画
」
策
定
に
か
か
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
日
ま
で
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
民
3
千
名
（
無
作

為
抽
出
法
に
よ
り
抽
出
）

【
調
査
方
法
】
調
査
票
郵
送
に

よ
る

【
回
答
期
日
】
6
月
5
日
㈮

【
問
合
せ
】
行
革
・
財
産
活
用
室

　
　
　
　
（
☎
483
・
9
9
5
3
）

　

本
市
の
人
口
減
少
克
服
と
ま

ち
の
発
展
・
繁
栄
の
た
め
、「
泉

南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
策
定
」
に
か
か
る

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
識
調
査
を

行
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
回
答

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
民
3
千
名
（
無
作

為
抽
出
法
に
よ
り
抽
出
）

【
調
査
方
法
】
調
査
票
郵
送
に

よ
る

【
調
査
時
期
】
6
月
～
7
月

【
問
合
せ
】
政
策
推
進
課

　
　
　
　
（
☎
483
・
0
0
0
4
）

公
共
施
設
等
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中

市
の
将
来
像
に
つ
い
て
の

市
民
意
識
調
査
を
実
施

  　

本
市
で
は
、
今
年
１
月
に
「
泉

南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
こ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
公
共
施
設
等
の
最
適
化

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た
め

「
泉
南
市
公
共
施
設
最
適
化
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
度
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】
市
長
か
ら
諮
問
さ

れ
る
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
他
の

委
員
と
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果

を
答
申
し
て
い
た
だ
き
ま
す

❶
泉
南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
等
の
最

適
化
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
関

す
る
こ
と

❷
前
号
の
計
画
策
定
後
の
進
捗
管

理
や
評
価
に
関
す
る
こ
と

❸
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
の
最
適

化
お
よ
び
そ
の
他
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
の
満
18
歳

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）
以
上

の
方
で
、
泉
南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
心
の

あ
る
方
（
泉
南
市
議
会
議
員
、
泉
南

市
職
員
は
除
く
）

【
任
期
】
2
年

【
委
員
会
の
開
催
】
年
3
～
5
回
程

度
の
予
定

【
募
集
人
員
】
2
名

【
報
酬
】
委
員
に
選
考
さ
れ
、
委
員

会
に
出
席
し
た
時
は
１
回
に
つ
き

7
5
0
0
円

【
募
集
期
間
】
6
月
1
日
㈪
～
22
日

㈪【選
考
方
法
】
応
募
動
機
お
よ
び
レ

ポ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

市
民
委
員
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

選
考
結
果
は
7
月
中
に
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す

【
そ
の
他
】
す
べ
て
の
事
項
を
了

承
し
た
う
え
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
は
泉
南
市
個
人
情
報

保
護
条
例
に
基
づ
き
適
切
に
管

理
し
、
本
業
務
に
つ
い
て
の
み

使
用
し
、
そ
の
他
に
転
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

【
応
募
方
法
・
問
合
せ
】
持
参
か

郵
送
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
応

募
用
紙
（
様
式
は
任
意
）
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
応
募
動
機
を
明

記
の
上
、「
こ
れ
か
ら
の
公
共
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
レ

ポ
ー
ト
（
800
字
程
度
）
を
添
え
て
、

行
革
・
財
産
活
用
室
（
本
庁
2

階
／
〒
5
9
0

-

・
0
5
9
2
（
住

所
不
要
）
／
☎
483
・
9
9
5
3 

／
FAX

 

483
・
0
3
2
5
／ e-m

ail: 
g

you
k

ak
u

@
city.sen

n
an

.
lg.jp

）
へ
。
郵
送
の
場
合
は
6

月
22
日
㈪
消
印
有
効

    　

超
高
齢
社
会
の
到
来
が
目
前

に
迫
り
、
3
人
に
1
人
が
高
齢
者

と
な
り
「
世
界
一
の
長
寿
国
」
と

な
る
日
本
。「
今
を
見
つ
め
」「
今

を
よ
り
よ
く
生
き
る
」
た
め
に
、

「
未
来
の
自
分
」
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
、「
自
分
ら
し
い
最

高
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
迎
え
る
」

た
め
に
、
終
活
に
関
す
る
事
業

の
推
進
を
計
画
し
て
お
り
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
「
～
い
つ
ま
で

も
『
泉
南
市
』
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
～
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
ノ

ー
ト
」
を
作
成
（
必
要
が
あ
れ
ば

順
次
内
容
を
変
更
）
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
福
祉
→
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
一
覧
→
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

ノ
ー
ト

【
問
合
せ
】
長
寿
社
会
推
進
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
8
2
5
3
）

【
募
集
戸
数
】
前
畑
団
地
4
戸

【
対
象
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
申
込
資
格
に
適
合
す
る
方

【
申
込
書
配
布
】
6
月
1
日
㈪
～

19
日
㈮
に
住
宅
公
園
課
ま
た
は
人

権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

【
申
込
書
受
付
】
6
月
8
日
㈪
～
19

日
㈮
に
住
宅
公
園
課
へ
。（
配
布
・

受
付
と
も
土
、
日
を
除
く
執
務
時
間

内
）
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
、
資
格
審
査
に
よ
り
入

居
者
を
選
考
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
は
困
窮
度
に
応

じ
て
優
遇
倍
率
を
決
め
て
行
い

ま
す

【
問
合
せ
】
住
宅
公
園
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
９
９
７
２
）

泉
南
市
公
共
施
設
最
適
化
推
進

委
員
会
市
民
委
員
を
公
募

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
を

作
成
し
ま
し
た

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す



6

泉
南
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
追

悼
と
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
込
め
、

平
成
27
年
度
泉
南
市
戦
没
者
追
悼
式

を
行
い
ま
す
。  

【
と
き
】
６
月
21
日
㈰
午
前
10
時
（
午

前
９
時
30
分
受
付
）

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
福
祉

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

（
☎
483
・
３
４
７
4
）

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
ご
遺

族
に
一
層
の
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
、償
還
額
を
年
5
万
円
に
増
額
し
、

5
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
、
4
月
1
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給

⑴
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

▼
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

⑷
⑴
～
⑶
以
外
の
戦
没
者
の
3
親
等

内
の
親
族
（
甥お

い
、
姪め
い

等
）

▼
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
に
限
り
ま
す

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債

【
申
請
期
間
】
平
成
30
年
４
月
２
日

締
切
（
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
）

▼
な
お
、
平
成
32
年
４
月
１
日
を
基

準
日
と
す
る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
32
年
４
月
１
日
か
ら
請
求

受
付
を
開
始
予
定
で
す

【
申
請
方
法
】
生
活
福
祉
課
へ
お
問

合
せ
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い（
申

請
用
紙
は
生
活
福
祉
課
に
設
置
）

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
4
7
4
）

平
成
27
年
度
敬
老
事
業
に
つ
い
て 

　

敬
老
事
業
に
お
け
る
記
念
品
等
の

支
援
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は
74
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
対
象
年
齢
が
75
歳
以

上
（
平
成
27
年
９
月
21
日
現
在
）
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
長
寿
社
会
推
進
課

（
☎
483
・
８
２
５
３
）

市
民
後
見
人
養
成
講
座

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
生

活
を
身
近
な
立
場
で
支
援
し
ま
せ
ん

か
。
①
②
い
ず
れ
か
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

【
と
き
】
①
６
月
20
日
㈯
②
6
月
27

日
㈯
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時
30

分【と
こ
ろ
】
①
田
尻
町
立
公
民
館

1
階
大
ホ
ー
ル
（
田
尻
町
嘉
祥
寺

1
1
2
0
・
2
）
②
岸
和
田
市
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
大
会
議
室
（
岸

和
田
市
野
田
町
１
・
５
・
５
）

【
対
象
】
市
内
在
住
か
在
勤
で
25
歳

以
上
の
方

【
内
容
】
講
義
「
成
年
後
見
制
度
の

概
要
と
市
民
後
見
人
に
期
待
す
る
も

の
」、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
ま
た
は
バ
ン
ク

登
録
者
の
話
な
ど

【
定
員
】
①
100
名
②
200
名
（
い
ず
れ

も
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
主
催
】
大
阪
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
で
長
寿
社

会
推
進
課
（
☎
483
・
８
２
５
３
）
へ

高
齢
者i

ア
イ
パ
ッ
ド

P
a

d

教
室

　

パ
ソ
コ
ン
が
全
く
で
き
な
く
て
も

大
丈
夫
。iPad

ラ
イ
フ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
7
月
4
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
3
階
技

能
習
得
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方
（
過
去
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南
の

iPad
教
室
を
受
け
て
い
な
い
方
）

【
内
容
】iPad

の
基
本
操
作
を
マ
ス

タ
ー
す
る

【
定
員
】
10
名
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
参
加
費
】
無
料

【
講
師
】o

オ
フ
ィ
ス

ffi  ce P

パ

ル

A
L 

川か
わ
さ
き崎
陽よ
う
こ子
さ

ん【申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
（
携

帯
を
お
持
ち
方
は
携
帯
番
号
も
）、

年
齢
、
返
信
用
宛
名
を
明
記
の
上
、

〒
5
9
0

-

・
0
5
2
1
泉
南
市
樽

井
1
・
8
・
47
あ
い
ぴ
あ
泉
南
「
高

齢
者iPad

教
室
」
係
へ
。
6
月
15

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）
締
切

【
問
合
せ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南

　
　
　
　
　
　
（
☎
485
・
0
7
0
7
）

2
●
福
祉 6

【とき】11 月 20 日㈮午前 11 時～午後 1 時

【ところ】あいぴあ泉南 1 階大会議室

【対象】4 月 1 日現在、夫婦とも泉南市内に住所を有し、

かつ、婚姻届出後 50 年に達し、過去に金婚祝賀会に

ご出席をされていないご夫婦（申込みの際、婚姻年

月日を記入いただきます）

【関連サイト】市ウェブサイト→福祉・健康→福祉→

高齢者福祉サービス一覧

【申込み】印鑑を持参の上、長寿社会推進課へ。9 月

25 日㈮締切

【問合せ】

長寿社会推進課　

　（☎ 483-8253）

金婚祝賀会
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

高
齢
者
講
座

心
身
機
能
活
性
運
動
療
法

　

心
身
体
操
で
脳
と
心
と
体
を
鍛
え

て
生
き
る
力
を
養
い
災
害
に
備
え
よ

う
。

【
と
き
】
6
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１
階
大

会
議
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方【講
師
】（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

日
本
心
身
機
能
活
性
療
法
指
導
士
会

【
定
員
】
30
名
程
度
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
直
接
窓
口
か

電
話
（
土
日
祝
を
除
く
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）、
F
A
X
で
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

年
齢
を
あ
い
ぴ
あ
泉
南
「
高
齢
者

講
座
・
心
身
機
能
活
性
運
動
療
法
」

係
（
☎
485
・
0
7
0
7
／
FAX
・

485
・

0
9
0
9
）
へ
。
６
月
17
日
㈬
締
切

第
18
回
大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
概
要

【
資
格
】
保
健
・
医
療
・
福
祉
（
医
師
、

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
）
の
各
分

野
に
お
い
て
、
5
年
以
上
か
つ
900
日

以
上
（
介
護
業
務
で
国
家
資
格
等
を

有
し
て
い
な
い
場
合
は
10
年
以
上
か

つ
1
8
0
0
日
以
上
）
の
実
務
経

験
を
有
す
る
方

【
試
験
要
領
の
配
布
】
大
阪
府
保
健

所
、
市
区
町
村
の
介
護
保
険
担
当
課

等
で
6
月
22
日
㈪
ま
で

【
試
験
日
】
10
月
11
日
㈰
午
前
10
時

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
簡
易
書

留
に
よ
る
郵
送
〈
〒
5
4
2

-

・

0
0
1
2
大
阪
市
中
央
区
谷
町
7
・

4
・
15
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
4
階

（
一
財
）
大
阪
府
地
域
福
祉
推
進
財

団
（
フ
ァ
イ
ン
財
団
）
ケ
ア
マ
ネ
係

／
☎
06
・
6
7
6
3
・
8
0
4
4
〉

の
み
。
6
月
22
日
㈪
締
切
（
当
日
消

印
有
効
）

児
童
手
当
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
お
知
ら
せ

   

今
年
度
は
、
児
童
手
当
現
況
届
と

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
書
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
一
度
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
申
請
期
限
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
児
童
手
当
の
現
況
届

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状

況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
（
児

童
の
監
督
や
保
護
、
生
計
同
一
関
係

な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
6

月
初
め
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
、
必
ず
６
月
中
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

▽
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

【
給
付
対
象
】
5
月
31
日
（
基
準
日
）

に
お
け
る
6
月
分
の
児
童
手
当
（
特

例
給
付
を
除
く
）
の
受
給
者
お
よ
び

要
件
を
満
た
す
方

【
対
象
児
童
】
6
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
）
の
対
象
と
な

る
児
童
を
基
本
と
し
、5
月
31
日（
基

準
日
）
に
生
ま
れ
た
児
童
も
対
象
と

な
り
ま
す

▼
基
準
日
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
児
童

や
支
給
決
定
日
ま
で
の
間
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

【
給
付
額
】
対
象
児
童
１
名
に
つ
き

3
千
円

【
公
務
員
の
方
】
勤
務
先
か
ら
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請

書
」・「
公
務
員
児
童
手
当
（
特
例
給

付
）
受
給
状
況
証
明
書
」
が
配
布
さ

れ
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
子
育
て
世

帯
臨
時
福
祉
給
付
金
の
振
込
口
座
と

別
口
座
を
希
望
す
る
方
は
、
振
込
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
申

請
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
期
間
】
6
月
1
日
㈪
～
12
月

1
日
㈫
（
土
日
祝
は
除
く
）

▼
現
況
届
と
一
体
型
の
申
請
書
が
届

い
た
方
は
、
必
ず
6
月
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
返
信
用
封
筒
は
あ
り

ま
せ
ん
）

【
留
意
事
項
】
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
支
給
は
10
月
以
降
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
況
届
の
提
出

後
、
児
童
手
当
の
特
例
給
付
と
な
る

方
は
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
送
付
さ
れ

て
い
な
い
方
で
も
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
支
給
の
有
無
な
ど
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

▽
臨
時
福
祉
給
付
金

　

8
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
広
報
せ
ん
な
ん
７
月
号
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
搾

取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
市
役
所
や

厚
生
労
働
省
な
ど
が
A
T
M
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
手
数
料
な

ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
現
時
点
で
住

民
の
皆
さ
ま
の
世
帯
構
成
や
口
座
番

号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
や
郵
便
が
届
い
た
ら
、
市
役
所

や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課
児
童
手
当

係
・
臨
時
福
祉
給
付
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
447
・
5
5
9
2
）

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
検
診
の
ご
案
内

　　

女
性
は
40
歳
か
ら
骨
量
が
徐
々
に

低
下
を
始
め
、
50
歳
ご
ろ
に
は
急
激

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
進
行
す
る

と
腰
や
背
中
な
ど
が
痛
む
よ
う
に
な

り
、
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
定

期
的
に
検
診
を
受
け
て
骨
粗
鬆
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
7
月
9
日
㈭
、
12
月
3
日

㈭
午
後
1
時
～
3
時

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
検
診
日
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

【
内
容
】
手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

【
定
員
】
55
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
600
円
（
70
歳
の
方
、
非
課

税
世
帯
の
方
は
無
料
）

【
申
込
み
】
6
月
9
日
㈫
か
ら
電
話

か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

　　
「
8
0
2
0
運
動
」「
6
0
2
4
運

動
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
8
0
2
0

運
動
は
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の

歯
を
保
と
う
」、
6
0
2
4
運
動
は

「
60
歳
ま
で
24
本
の
自
分
の
歯
を
残

そ
う
」
と
い
う
目
標
で
す
。
い
つ
ま

で
も
自
分
の
歯
で
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の

機
会
に
ご
自
分
の
歯
の
点
検
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
7
月
9
日
㈭
、
12
月
3
日

㈭
午
後
1
時
～
3
時

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上

【
内
容
】
歯
科
医
師
診
察

【
費
用
】
無
料

【
申
込
み
】
不
要
（
実
施
時
間
内
に

お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
健
康



8

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診　

【
と
き
】
６
月
11
日
㈭
、
12
日
㈮
、

7
月
30
日
㈭
、
8
月
21
日
㈮
、
9
月

28
日
㈪　

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
胃
が

ん
検
診
は
妊
娠
中
の
方
を
除
く
）

【
内
容
】
胃
が
ん
検
診
／
胃
部
Ｘ
線

間
接
撮
影
、
大
腸
が
ん
検
診
／
便
潜

血
検
査
２
日
法

【
定
員
】
各
50
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
胃
が
ん
検
診
800
円
、
大
腸

が
ん
検
診
は
無
料
（
70
歳
以
上
の
方

は
無
料
。
70
歳
未
満
の
生
活
保
護
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
申
込
み

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。「
健
康

診
査
等
一
部
負
担
徴
収
免
除
証
明

書
」
を
発
行
し
ま
す
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】　

電
話
か
直
接
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ

肺
が
ん
検
診

　【
と
き
】 

8
月
17
日
㈪
、
9
月
10
日

㈭
の
午
前
中

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
妊
娠

中
の
方
は
除
く
）

【
内
容
】
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
喫
煙
等

の
対
象
の
方
に
は
喀か

く
た
ん痰
検
査
）

【
定
員
】
各
100
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
400
円
（
喀
痰
検
査
は
無
料
。

70
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
70
歳
未
満

の
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。「
健
康
診
査
一
部
負
担
徴
収

免
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
と
同
日
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
治
療
中
ま
た
は
経
過
観

察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
へ

「
今
日
か
ら
腸
活
！

健
幸
は
食
卓
か
ら
」
講
座

　

食
に
関
す
る
体
験
を
盛
り
だ
く
さ

ん
に
し
た
講
座
で
す
。
健
康
は
日
々

の
食
事
か
ら
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

【
と
き
】
①
6
月
29
日
㈪
②
7
月
3

日
㈮
③
13
日
㈪
④
17
日
㈮
⑤
24
日
㈮

⑥
31
日
㈮
⑦
8
月
7
日
㈮
、
時
間
は

午
後
1
時
30
分
か
ら
2
時
間
程
度

（
た
だ
し
、
⑤
は
調
理
実
習
の
た
め

午
前
10
時
～
午
後
2
時
）

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
①
は
医
師
、
②
③
⑤
⑦
は

栄
養
士
、④
は
食
生
活
改
善
推
進
員
、

⑥
は
健
康
運
動
指
導
士

【
費
用
】
教
材
費
400
円　

【
そ
の
他
】
希
望
者
は
講
座
終
了
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
泉
南
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
」
に
加
入
し
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

A
E
D
（
心
肺
蘇
生
）
講
習
会

【
と
き
】
7
月
25
日
㈯
午
後
2
時
～

3
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
済
生
会
新
泉
南
病
院
5

階
会
議
室

【
対
象
】
中
学
生
以
上

【
内
容
】
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

法
の
解
説
と
A
E
D
使
用
方
法
の

説
明
、
実
技
（
受
講
さ
れ
た
方
に
は

受
講
証
を
発
行
し
ま
す
）

【
講
師
】
済
生
会
新
泉
南
病
院
看
護

師【定
員
】
10
名
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
F
A
X
か

E
メ
ー
ル
で
済
生
会
新
泉
南
病

院
（
☎
480
・
5
6
1
8
／
FAX

:

485
・

0
2
1
7
／

e-m
ail: reh

a@
saiseikaisennan.jp

）
へ

年
金
の
振
込
通
知
書
等
の
送
付
は

年
１
回
で
す

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船

員
保
険
の
年
金
の
支
払
い
は
、
年
６

回
偶
数
月
に
、
各
月
の
前
２
か
月
分

が
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
年
金
の
振
込

通
知
書
等
の
送
付
は
毎
年
６
月
の
年

１
回
の
み
で
す
。
た
だ
し
、
郵
便
局

の
窓
口
で
年
金
送
金
通
知
書
に
よ
り

現
金
で
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

は
、
年
６
回
支
払
月
ご
と
に
年
金
送

金
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
金
の
支
払

額
や
支
払
金
融
機
関
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
変
更
後
の
支
払
額

や
支
払
金
融
機
関
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
す
。
年
金
振
込
通
知
書

等
は
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
貝
塚
年
金
事
務
所

（
☎
431
・
１
１
２
２
）

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1 〜 4
金曜日
13 時 30 分〜
14 時 30 分 保健

センター
40 歳
以上の
市民

健康に関して疑問や不安が
ありましたら、いつでもお
ご相談ください。ただし、
医師への相談は予約が必要
です。

栄養
相談

毎月第１〜３
金曜日
13 時〜
14 時 30 分

栄養士が個人のライフワー
クに応じた栄養に関する相
談に応じます。ただし、事
前に予約が必要です。

こころの
健康相談

電話予約要。
月〜金曜日
9 時〜
17 時 45 分

泉佐野保健所
（☎ 462-4600）

アルコール依存症・認知症
も含みます。無料。

医療に関
する相談

月〜金曜日　
9 時〜
15 時 45 分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

安心して医療が受けられるよ
うサポートしています。無料。

肝炎ウイ
ルス検査

第 1 水曜日
9 時 30 分〜
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。

HIV 即日
検査

第 1・3 月曜日
13 時〜 14 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 匿名可。無料。

風しん
抗体検査

第 1・3 月曜日
10 時〜 11 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。無料。

献血

6 月 2 日㈫、
　  30 日㈫
10 時〜 12 時    
13 時〜
16 時 30 分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府内の当日と翌日の献血場所は
フリーダイヤル 0120-524-133 でご
案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会

（☎ 482-7615）

●
健
康

●
国
民
年
金

↑
こ
の
よ
う
な
通
知
書
が
届
き
ま
す
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金 

市
・
府
民
税
の
減
免
制
度

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
市
・
府
民
税
が
減

免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
（
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な

ど
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合

③
前
年
中
の
所
得
（
自
己
の
勤
労
に

基
づ
い
て
得
た
事
業
所
得
・
給
与
所

得
・
雑
所
得
に
限
る
）
が
一
定
以
下

で
、
当
該
年
中
の
所
得
が
著
し
く
減

少
す
る
場
合

④
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す
る

学
校
の
学
生
ま
た
は
生
徒

⑤
１
月
２
日
以
後
に
納
税
義
務
者
が

死
亡
し
、
納
税
義
務
を
継
承
す
べ
き

相
続
人
が
市
・
府
民
税
（
納
税
義
務

者
が
自
己
の
勤
労
に
基
づ
い
て
得
た

事
業
所
得
・
給
与
所
得
・
雑
所
得
に

係
る
均
等
割
お
よ
び
所
得
割
に
限

る
）
の
納
付
が
困
難
な
場
合

【
注
意
】
納
期
限
が
経
過
し
た
も
の

は
、
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
制
度

　

引
き
落
と
し
さ
れ
る
公
的
年
金
の

種
類
や
税
額
に
つ
い
て
は
、
６
月
に

送
付
し
ま
す
「
市
民
税
・
府
民
税
納

税
通
知
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
そ
の
年
の
４
月
１
日
に
お

い
て
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方

【
平
成
26
年
度
に
特
別
徴
収
さ
れ
た

方
（
継
続
の
方
）】 

　

平
成
27
年
度
４
月
、６
月
、８
月
は
、

平
成
26
年
度
２
月
と
同
額
の
税
額
が

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。
10
月
、

12
月
、
翌
年
２
月
は
、
平
成
27
年
度

年
税
額
か
ら
４
月
、
６
月
、
８
月
の

税
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
の

３
分
の
１
ず
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
落

と
し
と
な
り
ま
す
。
年
金
の
ほ
か
に

収
入
が
あ
る
方
は
年
金
特
別
徴
収
分

と
は
別
に
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く

住
民
税
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す  

【
新
た
に
特
別
徴
収
が
開
始
と
な
る

方
・
平
成
26
年
度
に
特
別
徴
収
を
停

止
さ
れ
た
方
】 

①
平
成
27
年
度
（
26
年
分
）
の
課
税

所
得
が
年
金
所
得
の
み
の
場
合
、
住

民
税
は
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。な
お
、

本
年
度
の
引
き
落
と
し
開
始
は
10
月

か
ら
で
６
月
、
８
月
の
第
１
、２
期

分
は
普
通
徴
収（
納
付
書
等
）で
す
。 

②
平
成
27
年
度
（
26
年
分
）
の
課
税

所
得
が
年
金
所
得
の
ほ
か
に
給
与
ま

た
は
営
業
な
ど
の
所
得
が
あ
る
場

合
、
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
は

公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
と
な

り
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
に
か
か
る
住

民
税
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
等
）
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
給
与
に
か
か
る

住
民
税
は
、
給
与
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

市
税
の
納
付
に
は
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
税
（
市
府
民
税
〈
普
通
徴
収
〉、

固
定
資
産
税
〈
償
却
資
産
含
む
〉、

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
）
の
納

付
は
、安
心
で
便
利
な
口
座
振
替（
自

動
振
替
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
預

貯
金
口
座
（
指
定
口
座
）
か
ら
自
動

的
に
振
替
納
付
が
で
き
、
翌
年
以
降

も
継
続
し
て
振
替
が
で
き
ま
す
。 

【
手
続
き
】
自
動
払
込
利
用
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
預
貯
金

口
座
の
あ
る
市
税
取
扱
金
融
機
関

（
納
付
書
記
載
を
参
照
）・
郵
便
局
へ 

【
携
行
品
】
①
預
貯
金
通
帳
で
使
用

さ
れ
て
い
る
印
鑑
②
納
税
通
知
書

③
自
動
払
込
利
用
申
込
書
（
市
役
所

税
務
課
、
市
税
取
扱
金
融
機
関
、
郵

便
局
で
配
布
） 

【
問
合
せ
】
税
務
課

　
　
（
☎
483
・
９
０
３
３
）

●
税
金【市・府民税（普通徴収）の納期限】

【問合せ】税務課（☎ 483-9033）

市税の納期内納付にご理解とご協力を

6/30㈫ 8/31㈪ 11/30㈪ 平成28年
  2/1㈪

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分

●市税は各納期限までに納めてください
  

　　相続税法等の改正のお知らせ

■改正相続税法等の主な概要
　平成 27 年 1 月 1 日以後に相続または遺贈によ

り取得する財産に係る相続税が改正されました。

①遺産に係る基礎控除額が引き下げ

（改正前）5,000 万円 ＋ 1,000 万円 × 法定相続人数

（改正後）  3,000 万円 ＋   600 万円 × 法定相続人数 

②相続税の税率構造の見直し（最高税率を 50％

から 55％に引き上げる等） 

③税額控除額が引き上げ

▽未成年者控除：20 歳までの１年につき

（改正前）6 万円

（改正後）10 万円
▽障害者控除：85 歳までの１年につき

（改正前）6 万円〈特別障害者は 12 万円〉

（改正後）10 万円〈特別障害者は 20 万円〉
④小規模宅地等の特例の適用対象となる宅地等の

面積等が変更（相続税の課税価格の計算の特例）

▽居住用宅地の適用対象面積の上限を 240 ㎡から

330 ㎡に拡大

▽居住用宅地と事業用宅地（貸付事業を除く）を

選択する場合の適用面積の上限が 400 ㎡から 730

㎡に拡大

【関連サイト】国税庁ウェブサイト（http://www.
nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/sozoku/
aramashi/index.htm）

■相続税に関するご相談
▽一般的なご相談は、電話相談センター（最寄り

の税務署に電話し、自動音声に従って「1」を選択）

をご利用ください
▽申告の具体的な計算方法等について、税務署で

の個別相談は、電話で面接日時を事前に予約して
ください（自動音声に従って「2」を選択）

【問合せ】泉佐野税務署総務課（☎ 462-3471）
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国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
等
制
度

【
政
令
軽
減
に
係
る
賦
課
減
額
】
保
険

税
の
う
ち
均
等
割
額
お
よ
び
世
帯
別

平
等
割
額
に
つ
い
て
、
世
帯
主
お
よ

び
国
保
加
入
者
の
所
得
な
ら
び
に
国

保
加
入
者
数
等
に
応
じ
て
、
２
割
、

５
割
、
７
割
軽
減
を
行
い
ま
す
（
こ

の
軽
減
措
置
は
、
申
請
は
不
要
）

❶
市
民
税
非
課
税
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
の
減
免

【
対
象
】
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

国
保
加
入
世
帯
で
、
世
帯
主
と
そ
の

世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
27
年
度

の
市
民
税
が
、
非
課
税
も
し
く
は
均

等
割
の
み
課
税
の
世
帯
（
４
月
１
日

以
降
新
規
加
入
の
世
帯
は
資
格
取
得

日
を
基
準
と
し
ま
す
）

【
減
免
額
】
保
険
税
の
う
ち
所
得
割

額
の
２
分
の
１

【
申
請
】
必
要

❷
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に

伴
う
減
免
措
置

【
対
象
Ａ
】
同
一
世
帯
の
国
保
被
保

険
者
が
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

保
の
単
身
世
帯
と
な
る
方

【
減
免
額
Ａ
】
初
め
の
５
年
間
は
平

等
割
の
２
分
の
１
を
軽
減
し
、
そ
の

後
３
年
間
は
４
分
の
１
を
軽
減

【
申
請
Ａ
】
不
要 

【
対
象
Ｂ
】
被
用
者
保
険
の
被
保
険

者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者

の
被
扶
養
者
か
ら
国
保
の
被
保
険
者

に
な
っ
た
方
で
、
国
保
加
入
時
に
65

歳
以
上
の
方
（
旧
被
扶
養
者
）

【
減
免
額
Ｂ
】
⑴
～
⑶
の
緩
和
措
置

を
行
い
ま
す

⑴
旧
被
扶
養
者
に
か
か
る
所
得
割
額

な
ら
び
に
資
産
割
額
の
全
額

⑵
５
割
軽
減
お
よ
び
７
割
軽
減
に
該

当
す
る
場
合
を
除
き
、
旧
被
扶
養
者

に
か
か
る
均
等
割
額
の
２
分
の
１

（
２
割
軽
減
に
該
当
す
る
場
合
は
、

こ
の
軽
減
と
あ
わ
せ
て
半
額
を
減

額
）

⑶
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
旧
被
扶
養
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
国
保
世
帯
と
な
っ
た
と
き

は
、
５
割
軽
減
お
よ
び
７
割
軽
減
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
平
等
割
額

の
２
分
の
１
（
２
割
軽
減
に
該
当
す

る
場
合
は
、
こ
の
軽
減
と
あ
わ
せ
て

半
額
を
減
額
）

【
申
請
Ｂ
】
初
年
度
の
み
必
要

❸
非
自
発
的
離
職
者
に
対
す
る

軽
減
措
置

　

倒
産
、
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ

れ
た
65
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
健
康

保
険
税
を
軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
対
象
】
離
職
の
翌
日
～
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
で
、「
雇
用
保
険
の
特

定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど

に
よ
る
離
職
）」
ま
た
は
「
雇
用
保

険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
）」
と
し
て
失
業

等
給
付
を
受
け
る
方
（
特
定
の
理
由

に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
に
限
る
）

【
軽
減
額
】
保
険
税
の
所
得
割
額
等

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
算
定
等
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
軽
減
措
置
は
前
年

の
「
給
与
所
得
」
を
そ
の
100
分
の
30

相
当
と
み
な
し
て
行
い
ま
す

【
軽
減
期
間
】
離
職
の
翌
日
～
翌
年

度
末
ま
で
（
た
だ
し
、
離
職
年
月
日

等
に
よ
り
、
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
あ
り
）

【
注
意
】
▽
雇
用
保
険
の
失
業
等
給

付
を
受
け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
中
に
就
職
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
継
続
し
て
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
に

は
、
こ
の
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
す
る
と
終
了
し
ま
す

【
軽
減
を
受
け
る
際
に
必
要
な
も
の
】

課
税
の
特
例
適
用
申
告
書
（
保
険
年

金
課
備
え
付
け
）・
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

に
規
定
す
る
も
の
で
解
雇
な
ど
特
定

の
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）・

国
保
被
保
険
者
証
・
印
鑑

【
そ
の
他
】
災
害
や
事
業
所
の
閉
鎖

等
に
よ
り
失
業
し
、
保
険
税
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
保
険
税
を

減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
医
療

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
３
１
）

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談
（本人に係る相談）

6/4 ㈭、11㈭ 、 2 5 ㈭  9 時 15 分～ 11 時 55分
申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 8 名受付

市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3 木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 産業観光課（☎ 483-8191）
行政書士相談

（相続・遺言・交通事故ほか）
毎月第 2 金曜日（祝祭日は第 3 金曜日）13 時～ 16 時
要予約。定員 6 名

市役所別館２階産業観光課 行政書士会泉州支部事務局
　　　　　　　　（☎ 464-2793）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 今月はありません 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
就労支援相談 月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

地域就労支援センター（☎ 485-1401）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17 時 市役所 1 階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10 時～ 16 時（来所の場合は要予約） 市役所 1 階保育子育て支援課隣 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10 時～ 16 時 随時相談の上、決定 指導課（☎ 483-3671）
進路支援（奨学金等相談） 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

障害者相談員による相談 月～金曜日（要電話予約） 随時相談の上、決定 障害福祉課（☎ 483-8252 ）
高齢者・障害者住宅改造相談 毎月第3月曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんピアセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分～ 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階保険年金課

税務課（☎ 483-9033）
保険年金課（☎ 483-3432）

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

●
健
康
保
険
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う　

　
　
　
　
　
　

   

下
水
道
は
、
生
活
環
境
や
海
・
河

川
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
と
て

も
大
切
な
財
産
で
す
。
正
し
い
使
い

方
を
し
な
け
れ
ば
、
排
水
管
、
汚
水

ま
す
を
詰
ま
ら
せ
、
下
水
処
理
を
困

難
に
し
ま
す
。
下
水
道
を
使
う
一
人

ひ
と
り
が
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▽
台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
、食
用
油
、

ビ
ニ
ー
ル
片
な
ど
は
流
さ
な
い

▽
水
に
溶
け
や
す
い
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
、
紙
オ
ム
ツ
・

衛
生
用
品
な
ど
は
流
さ
な
い

▽
汚
水
ま
す
や
マ
ン
ホ
ー
ル
に
ガ
ソ

リ
ン
や
灯
油
な
ど
危
険
物
を
流
す

と
、
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で

絶
対
に
流
さ
な
い

   

く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
や
合
併
浄

化
槽
を
使
用
の
ご
家
庭
で
も
、
く
み

取
り
作
業
や
し
尿
処
理
に
支
障
が
で

ま
す
の
で
、
油
、
紙
お
む
つ
、
危
険

物
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　　
　
　
　
　

下
水
道
整
備
課
（
☎
482
・
5
0
0
5
）

環
境
整
備
課  

（
☎
483
・
9
8
7
1
）

●
生
活
・
環
境

平成 27 年度国民健康保険税
　保険税は、「医療分」「後期高齢者支援金分」と「介護分」

（介護分は 40 歳以上 64 歳以下の方が対象）の保険税をそ
れぞれ下表により計算し合算しています。平成 27 年度は
所得割、資産割の税率、賦課限度額を変更しています。
　６月中旬に送付する納税通知書で、平成 27 年度の年間
分の保険税を確認し、各納期までに納付してください。

　被保険者の増減および修正申告により所得変動が生じ、
当初決定した保険税が変更になった場合は、随時、更正決
定通知書でお知らせします。

（注）所得割の計算基礎となる所得金額は、所得を有する
国保加入者ごとに算出します。世帯で複数所得を有する国
保加入者がいる場合は、それぞれで算出した額の合算額が
計算基礎額となります。

【保険税の納付】保険税は、１年間の保険税を６月～翌年
３月までの 10 回に分けてお支払いいただきます。納付書
をご利用の世帯には、６月に全期分（10 回分）の納付書
を一括して送付します。納期限は、それぞれ納期月の末日
になります。（末日が金融機関休業日の場合は翌営業日）
　また、納税義務者は世帯主になります。世帯主が国民健
康保険に加入していなくても、納税通知書は世帯主（擬制
世帯主）あてに送付します。保険税は、コンビニエンスス
トアでもお支払いできます

【年金からの保険税の特別徴収】年金から保険税を特別徴
収させていただく世帯は、６月に送付する納税通知書でお
知らせします。ただし、納税通知書送付後、世帯構成等に
変更があった場合には対象から外れる場合がありますの
でご了承ください。お支払い方法が変更になったときは、
更正決定通知書でお知らせします

【保険税の納付は便利で確実な口座振替のご利用を】口座
振替依頼書（保険年金課の窓口設置）に記入し、預貯金口
座のある取扱金融機関へ、お届け印を持参の上、お申込み
ください

【関連サイト】市ウェブサイト→健康・福祉→医療
【問合せ】保険年金課（☎ 483-3431・483-3432）

医療分

所得割 8.2％
13.3％

24,940円
31,890円

区　分 計算基礎 保険税率（額）

保険税率（額）

①

①＋②＋③＋④＝医療分保険税（年間最高限度額43万円）

資産割②
均等割③
平等割④

課税所得金額※
固定資産税額（都市計画税を除く）
加入者1人あたり
1世帯あたり

後期高齢者支援金分

所得割   2.1％
3.3％

6,400円
8,200円

区　分 計算基礎 保険税率（額）
①

①＋②＋③＋④＝後期高齢者支援金分保険税（年間最高限度額12万円）

資産割②
均等割③
平等割④

課税所得金額※
固定資産税額（都市計画税を除く）
加入者1人あたり
1世帯あたり

所得割 2.15％

7,500円
4,500円

区　分 計算基礎
①

①＋②＋③＋④＝介護分保険税（年間最高限度額9万円）
※課税所得金額は前年中の総所得金額等（収入から必要経費を
控除した金額）から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額

資産割②
均等割③
平等割④

課税所得金額※
平成27年度から廃止
加入者1人あたり
1世帯あたり

介護分（40歳～64歳の国保加入者）

　「泉南石綿の碑」が建立されました

　かつて、泉南地域には日本の高度経済期を支えてきたア
スベスト ( 石綿 ) 産業が多く混在し、繁栄をもたらしてき
た反面、多くの方々に粉じんによる健康被害をもたらしま
した。
　国内最大級の石綿紡
織品の生産地であった
泉南地域から、アスベ
ストによる危険性を全
国に発信する思いをこ
めて、信達牧野区内に

「泉南石綿の碑」が有
志により建立されまし
た。

【問合せ】環境整備課　
　　　（☎ 483-9871）
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★
問
合
せ　

清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
ご
み

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す

　

ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し
て

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し

た
方
に
対
し
、
一
世
帯
に
つ
き
1
台

ま
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
家
庭

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
に
設

置
で
き
る
家
庭

②
自
己
の
責
任
で
処
理
機
器
を
適
切

に
管
理
し
、
継
続
的
に
使
用
で
き
る

家
庭

③
機
器
を
そ
の
用
法
に
従
い
使
用
、

適
切
な
管
理
を
行
う
家
庭

【
補
助
金
】
処
理
機
器
購
入
費
（
消

費
税
含
）
の
２
分
の
１
以
内
（
た
だ

し
、
千
円
未
満
切
捨
て
、
上
限
２
万

円
）。
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕
し
、

水
路
お
よ
び
下
水
道
管
等
に
排
出
す

る
機
器
お
よ
び
焼
却
を
目
的
と
す
る

機
器
は
補
助
金
対
象
外
で
す

【
補
助
金
の
交
付
申
請
】
清
掃
課
ま

た
は
環
境
整
備
課
設
置
の
生
ご
み
減

量
化
等
処
理
機
器
購
入
補
助
金
交
付

申
請
書
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
添
付
書
類
▽
機
器
の
領

収
書
（
機
器
の
名
称
お
よ
び
購
入
者

の
住
所
、
氏
名
記
載
の
も
の
）
▽
機

器
の
保
証
書
▽
機
器
設
置
後
の
写
真

▽
住
民
票
（
本
人
）
を
添
え
て
、
清

掃
課
ま
た
は
環
境
整
備
課
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い

ご
み
の
日
メ
ー
ル
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
登
録
す
れ
ば
、
ご
み
の
種
類
と

収
集
日
を
案
内
す
る
メ
ー
ル
が
直
接

届
き
ま
す
（
登
録
は
無
料
。
メ
ー
ル

受
信
に
係
る
通
信
料
は
利
用
者
の
ご

負
担
）。
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の

契
約
内
容
等
に
よ
り
一
部
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
登
録
内
容
】
▽
登
録
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
▽
パ
ス
ワ
ー
ド
▽
収
集
エ
リ
ア

（
居
住
地
域
）
▽
ご
み
の
種
類
（
複

数
選
択
可
）
▽
お
知
ら
せ
時
間

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
の
一
部
を
補
助

　　

本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
等

の
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
啓

発
を
図
り
、
新
た
に
市
内
で
設
置
す

る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
自
ら
所
有
し
、
居
住
す
る

住
宅
に
発
電
シ
ス
テ
ム
（
余
剰
買
取

制
度
を
利
用
）
を
設
置
さ
れ
、
次
の

①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
居
住
（
予
定
で
あ
る
者
を

含
む
）
し
、
か
つ
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
契

約
し
、
電
力
会
社
よ
り
送
付
さ
れ
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
関

す
る
電
力
受
給
契
約
の
ご
案
内
」
の

右
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日
付
が
平

成
27
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
の
期

間
で
あ
る
こ
と

【
補
助
金
額
】　

シ
ス
テ
ム
の
出
力
1

キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
3
万
円
（
限
度

額
9
万
円
）。
申
請
総
額
が
450
万
円

を
超
え
た
場
合
は
抽
選

【
申
込
み
】
7
月
1
日
㈬
～
平
成
28

年
1
月
29
日
㈮
午
前
9
時
～
午
後
5

時
30
分
（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
〈
12
月
29
日
㈫
～
1
月
3
日
㈰
〉

を
除
く
）
の
期
間
に
環
境
整
備
課
へ

申
請
用
紙
（
環
境
整
備
課
で
配
布
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
持
参
。
申
請
者
欄

の
印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任

状
に
押
印
し
た
申
請
者
の
印
鑑
）
も

持
参
す
る
こ
と
（
訂
正
時
に
必
要
）

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
9
8
7
1
）

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
公
聴
会

　　

大
阪
府
で
は
、
南
部
大
阪
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全

の
方
針
の
変
更
の
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す（
説

明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
概
要
は
、

都
市
計
画
課
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
と
き
】
6
月
30
日
㈫
午
後
2
時
～

【
と
こ
ろ
】
大
阪
府
庁
別
館
7
階
会

議
室
（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
2
丁

目
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
公
述
希
望
者

は
、
公
述
申
出
書
（
指
定
の
様
式
を

都
市
計
画
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項

を
、
傍
聴
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
（
Ｅ

メ
ー
ル
も
可
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
大
阪
府
都
市

計
画
室
計
画
推
進
課
（
〒
5
4
0

0

・

8
5
7
0
住
所
記
載
不
要
／
☎

06
・
6
9
4
4
・
6
7
8
1
／

e-m
ail:keikakusuishin@

sbox.
pref.osaka.lg.jp

）
へ 

第
4
回
お
さ
が
り
リ
サ
イ
ク
ル

【
と
き
】
6
月
11
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
持
ち
込
み
の
受
付
は
午

前
9
時
30
分
か
ら
）

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

【
内
容
】
自
宅
に
あ
る
不
要
な
子
ど

も
服
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
服
、
絵
本
を
持

参
し
、
会
場
に
あ
る
お
さ
が
り
品
を

無
料
で
持
ち
帰
れ
る
交
換
イ
ベ
ン
ト

（
持
ち
帰
り
の
み
の
参
加
も
可
能
）

【
そ
の
他
】
▽
品
物
は
当
日
持
参
▽

持
ち
帰
り
用
の
袋
は
各
自
持
参

【
問
合
せ
】
す
こ
や
か
N
E
W
S

（
☎
／
FAX

・

457
・
7
9
0
2
と
よ
た
／

e-m
ail:sukonew

@
gm

ail.com

）

●
生
活
・
環
境

　家庭系ごみの総収集量は 11,640 ㌧、平成 25
年度（11,541 ㌧）と比較してほぼ横ばいで推移
しました。今後もさらなる３Ｒ運動リデュース（ご
みを減らす）・リユース（繰り返し使う）・リサイ
クル（再び利用する）を実践していただき、ごみ
の減量をお願いします。

【可燃ごみ】9,667 ㌧（平成 25 年度 9,606 ㌧）
【不燃・粗大ごみ】114 ㌧（平成 25 年度 95 ㌧）
【資源ごみ】1,859 ㌧〈古着 26 ㌧および使用済
み乾電池 2 ㌧含む〉。（平成 25 年度 1,840 ㌧）

【ごみの減量施策】生ごみ処理機器購入補助金交
付制度（随時受付）・生ごみ乾燥処理物と可燃ご
み指定袋との交換制度・有価物回収報償金交付制
度（団体登録随時受付）（交付金申請 9 月・3 月）

【問合せ】清掃課（☎ 483-5875）

平成 26 年度ごみ収集量実績報告
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「
タ
ル
イ
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
」
が

７
月
４
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
！

　

関
西
国
際
空
港
に
離
着
陸
す
る
飛

行
機
を
眺
め
な
が
ら
海
水
浴
が
楽
し

め
る
タ
ル
イ
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
が
今
年

も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
海
水
浴
客
を

迎
え
て
く
れ
る
ヤ
シ
の
木
と
美
し
い

白
い
砂
浜
が
南
国
ム
ー
ド
を
か
も
し

だ
し
ま
す
。
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
で
は

１
２
０
０
台
駐
車
可
能
な
大
駐
車
場

を
は
じ
め
、
売
店
・
更
衣
室
・
シ
ャ

ワ
ー
室
な
ど
の
施
設
を
用
意
し
て
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
設
期
間
】
７
月
4
日
㈯
～
８
月

30
日
㈰

【
開
設
時
間
】
▽
７
月
4
日
㈯
～
17

日
㈮
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▽
７

月
18
日
㈯
～
８
月
16
日
㈰
の
平
日
は

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
土
日
祝
・

8
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
は
午
前
８
時

～
午
後
６
時
▽
８
月
17
日
㈪
～
30
日

㈰
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
駐
車
料
金
】自
二
輪
・
原
付
き
200
円
、

軽
・
普
通
車
１
２
０
０
円
、
大
型
車

３
千
円

【
シ
ャ
ワ
ー
室
料
金
】
お
と
な
400
円
、

子
ど
も
200
円

【
そ
の
他
】
無
料
更
衣
室
あ
り
、
ゴ

ザ
や
パ
ラ
ソ
ル
の
貸
し
出
し
あ
り
、

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
300
円

【
問
合
せ
】
産
業
観
光
課
商
工
労
働

観
光
係　
　
　
（
☎
483
・
８
１
９
１
）

●
男
女
ア
ル
バ
イ
ト
要
員
を
募
集

【
期
間
】
７
月
4
日
㈯
～
８
月
30
日
㈰

【
時
間
】
平
日
午
前
９
時
～
午
後
5

時
、
土
日
祝
午
前
８
時
～
午
後
6
時

【
時
給
】
千
円

【
応
募
条
件
】
18
歳
以
上
（
高
校
生

不
可
）、
泳
げ
る
方

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
樽
井
漁
業
協

同
組
合
（
〒
５
９
０
・
０
５
３
５
泉

南
市
り
ん
く
う
南
浜
２
・
２
０
２
／

☎
483
・
５
５
１
９
）。

6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　

近
年
、異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

土
石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
人
命
・
家
屋
な
ど
に

大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
今
年

も
ま
た
、
土
砂
災
害
の
起
こ
り
や
す

い
長
雨
の
季

節
と
な
り
ま

し
た
。
土
砂

災
害
に
対
す

る
備
え
や
、

避
難
場
所
な

ど
を
こ
の
機

会
に
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
災
情
報
】

▽
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
（http://

w
w

w
.osaka-bousai.net/pref/

index.htm
l

）
で
本
市
の
気
象
情

報
、
避
難
場
所
情
報
等
が
確
認
で
き

ま
す

▽
携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前

に
登
録
す
る
と
「
お
お
さ
か
防

災
ネ
ッ
ト
」
か
ら
防
災
情
報
メ
ー

ル
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。e-m

ail:touroku@
osaka-

bousai.net

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
は
無
料
で
す
が
メ
ー
ル
受
信

な
ど
の
通
信
料
は
必
要
と
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】

下
水
道
整
備
課
（
☎
482
・
5
0
0
5
）

危
機
管
理
課 
（
☎
479
・
3
6
0
1
）

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査

　   

大
阪
府
で
は
、
土
石
流
や
が
け
崩

れ
が
発
生
し
た
際
に
被
害
の
お
よ
ぶ

恐
れ
が
あ
る
土
地
の
範
囲
を
定
め
る

た
め
現
地
調
査
を
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
災
害
時
の
警
戒
避
難
体
制
づ

く
り
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

調
査
で
は
、
私
有
地
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
阪

府
が
委
託
し
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご

理
解
・
ご

協
力
い
た

だ
き
ま
す

よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】 

6
月
～
平
成
28
年
3

月
（
予
定
）

【
調
査
範
囲
】
泉
南
市
域
（
未
調
査

箇
所
等
）

【
詳
細
サ
イ
ト
】　http://w

w
w

.
pref.osaka.lg.jp/dam

usabo/
dosyahou/

【
そ
の
他
】
過
去
の
調
査
結
果
は
、

大
阪
府
岸
和
田
土
木
事
務
所
（
維
持

管
理
課
）、
本
市
危
機
管
理
課
で
確

認
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
大
阪
府
岸
和
田
土
木

事
務
所
尾
崎
出
張
所
維
持
河
川

グ
ル
ー
プ　
　

　

          

（
☎
072
・
471
・
0
3
5
1
）

●
安
全
・
安
心

■この夏、関西国際空港の国内線がますます充実！　
　ANA の関西＝女

め ま ん べ つ

満別線、旭
あさひかわ

川線への直行便が 9 月 30
日㈬まで運航しています。また、約 9 年ぶりに沖縄・宮古
への直行便も 9 月 30 日㈬まで運航しています。さらに、
フジドリームエアラインズが、6 月～ 7 月にかけて関西空
港に初のチャーター便の就航を決定、北海道の稚内と中標
津へのチャーター便が設定されています。
【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）

■関西国際空港からの国際線のフライトがますます充実！
　中国東方航空 (MU) が、4 月 17 日から関西＝長

チョウサ

沙＝
昆
コンメイ

明線を新規就航しました。さらに、5 月 28 日から、中
国南方航空 (CZ) が、関西＝貴

キ ヨ ウ

陽線を週 4 便で新規就航し
ました。
【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）

■駐車料金が 25%OFF になる「KIX-ITM カード」
　KIX-ITM カードは入会費・年会費とも無料、クレジッ
ト機能なしで誰でも簡単にご入会いただけます。さまざま
な空港内の割引特典が受けられ、大阪（伊丹）空港でもご
利用いただけます。
【問合せ】KIX-ITM カードコールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎ 455-2092）

関西国際空港情報 No.180
http://www.kansai-airport.or.jp/

●
商
工
・
労
働
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★
問
合
せ　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

予
防
課
（
☎
469
・
０
８
８
６)

危
険
物
安
全
週
間
実
施

（
６
月
７
日
㈰
～
13
日
㈯
）

　

冷
却
ス
プ
レ
ー
を
は
じ
め
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
殺
虫
用
の
ス

プ
レ
ー
缶
に
は
、
噴
射
剤
と
し
て
危

険
物
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
所
に
危
険
物
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
気
温
の
上
昇

と
と
も
に
気
化
ガ
ス
に
引
火
し
や
す

く
な
り
、
火
災
危
険
が
高
ま
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
週
間
を

契
機
に
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
危

険
物
の
怖
さ

を
、
今
一
度

考
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　
（
公
財
）
大
阪
府
危
険
物
安
全
協

会
が
保
安
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
】
7
月
24
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
5
時

【
と
こ
ろ
】
泉
州
南
広
域
消
防
本
部

（
泉
佐
野
市
り
ん
く
う
往
来
北
1
・
20
）

【
対
象
】
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所

持
し
取
扱
い
作
業
に
従
事
す
る
方

①
継
続
し
て
従
事
す
る
方
は
、
前
回

の
講
習
受
講
後
最
初
の
4
月
1
日
か

ら
3
年
以
内

②
新
た
に
従
事
す
る
方
は
、
従
事
し

た
日
か
ら
1
年
以
内
（
た
だ
し
、
新

た
に
従
事
す
る
日
か
ら
過
去
2
年
以

内
に
免
状
を
取
得
ま
た
は
保
安
講
習

を
受
講
し
た
方
は
、
そ
の
後
最
初
の

4
月
1
日
か
ら
3
年
以
内

【
定
員
】
160
名
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
4
7
0
0
円

【
申
込
み
】
最
寄
り
の
消
防
署
に

設
置
の
申
込
書
に
記
入
し
、（
公

財
）
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
（
〒

5
5
0

-

・
0
0
1
3
大
阪
市
西
区

新
町
1
・
4
・
26
ニ
ッ
ケ
四
ツ
橋
ビ

ル
6
階
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】osaka-safety@

offi  ce.eonet.ne.jp

（
申
請
で
き

ま
す
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

安
全
な
ま
ち
大
阪
を
め
ざ
し
て
！ 

●
ひ
っ
た
く
り

　

被
害
者
の
約
9
割
が
女
性
で
、
60

歳
以
上
の
被
害
が
最
も
多
く
、
30
歳

未
満
も
多
く
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。
自
転
車
の
前
か
ご
か
ら
の
被
害

が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。 

▽
自
転
車
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

を
活
用
し
ま
し
ょ
う 

▽
カ
バ
ン
を
車
道
と
反
対
側
に
持
ち

ま
し
ょ
う 

▽
カ
バ
ン
を
持
っ
て
い
る
側
の
ス

ペ
ー
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う 

●
車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い

　

短
時
間
の
駐
車
で
も
被
害
に
あ
う

ケ
ー
ス
が
多
く
、 

貴
重
品
が
な
く
て

も
被
害
に
あ
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▽
「
車
内
を
か
ら
っ
ぽ
」
に
し
ま

し
ょ
う 

▽
警
報
装
置
や
カ
ー
ナ
ビ
・
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難
ネ
ジ
を
取
り

付
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止
対
策
を
し

ま
し
ょ
う

▽
防
犯
照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
防

犯
設
備
の
整
っ
た
駐
車
場
に
停
め
ま

し
ょ
う 

●
自
転
車
盗
難 

　

自
転
車
盗
難
の
約
半
数
が
無
施
錠

で
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
未

満
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
わ
ず
か
な
時
間
で
の
駐
輪
で
も
必

ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う 

▽
防
犯
性
能
の
高
い
鍵
（
シ
リ
ン
ダ
ー

錠
な
ど
）
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う 

▽
自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う 

▽
ワ
イ
ヤ
ー
錠
に
よ
る
２
重
ロ
ッ
ク

な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う 

▽
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
防
犯
登

録
を
し
ま
し
ょ
う 

●
特
殊
詐
欺

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、架
空
請
求
詐
欺
、

還
付
金
等
詐
欺
、金
融
商
品
等
詐
欺
、

異
性
紹
介
詐
欺
等
を
い
い
ま
す
。
特

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
便
、
携

帯
電
話
等
を
利
用
し
て
不
特
定
多
数

の
方
に
対
し
、
未
払
い
料
金
が
あ
る

な
ど
架
空
の
事
実
を
口
実
と
し
た
料

金
を
請
求
し
、
現
金
を
預
金
口
座
へ

振
り
込
ま
せ
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

や
宅
配
便
等
で
現
金
を
送
付
さ
せ
た

り
す
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
等
に

「
医
療
費
の
過
払
い
金
が
受
け
取
れ

る
」
な
ど
と
電
話
を
か
け
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
A
T
M
ま
で

誘
導
し
、お
金
を
振
り
込
ま
せ
る「
還

付
金
等
詐
欺
」が
急
増
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
大
阪
府
治
安
対
策
課

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）
自

転
車
防
犯
登
録
に
つ
い
て
／
大
阪
府

自
転
車
商
防
犯
協
力
会

　
（
☎
06
・
６
６
２
９
・
０
７
５
０
）

自
転
車
の
新
し
い
ル
ー
ル

　
「
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
」（
6

月
1
日
施
行
）
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

自
転
車
で
一
定
の
危
険
な
違
反
行

為
（
信
号
無
視
、
指
定
場
所
一
時
不

停
止
等
）
を
し
て
3
年
間
に
2
回
以

上
検
挙
さ
れ
、
ま
た
は
事
故
を
起
こ

し
た
悪
質
自
転
車
運
転
者
に
対
し
、

公
安
委
員
会
が
講
習
の
受
講
を
命
じ

る
（
手
数
料
が
必
要
）。
受
講
に
従

わ
な
い
場
合
は
、
5
万
円
以
下
の
罰

金
に
な
り
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す

る
方
は
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
泉
南
警
察
署

（
☎
471
・
１
２
３
４
）

●
安
全
・
安
心

　第 24回危険業務従事者

　叙勲を受章されました

　この度、永きにわたり

著しく危険性の高い業務に

精励された功績がたたえら

れ、西
にしかわ

川勝
かつふみ

文さんが瑞宝双

光章を受章されました。

【問合せ】泉南消防署

　　　　（☎ 485-0119）

　 平成 27年春の叙勲を

　 受章されました

　この度、永きにわたり消

防団活動に従事された功績

がたたえられ、戎
えびすの

野由
よしゆき

幸さ

んが瑞宝単光章を受章され

ました。

【問合せ】危機管理課

　　　　（☎ 479-3601）
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

薬
物
の
乱
用
は「
ダ
メ
︒
ゼ
ッ
タ
イ
」 

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用

に
よ
り
、
中
枢
神
経
（
脳
）
が
侵
さ

れ
ま
す
。
薬
物
の
乱
用
に
よ
り
、
幻

覚
・
被
害
妄
想
な
ど
の
精
神
障
が
い

だ
け
で
な
く
、
身
体
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
１
回
だ
け
と
思
っ
て
も
、

一
度
使
用
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
の

意
志
で
は
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
「
依
存
性
」
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使

用
に
よ
る
重
大
な
交
通
事
故
等
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

（
☎
483
・
３
４
７
4
） 

図
書
館
短
期
臨
時
職
員
募
集

【
業
務
内
容
】
カ
ウ
ン
タ
ー
、
図
書

整
理
、
行
事
運
営
補
助
等
の
業
務

【
資
格
】
次
の
①
～
③
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方

①
司
書
・
司
書
補
資
格
所
有
者
（
採

用
時
点
で
の
取
得
見
込
み
可
）、
図

書
館
業
務
経
験
者
（
ア
ル
バ
イ
ト

可
）、
司
書
課
程
を
受
講
し
て
い
る

方
、
将
来
図
書
館
で
の
勤
務
を
め
ざ

し
て
い
る
学
生
（
高
校
生
不
可
）

②
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な

方③
昭
和
27
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

【
採
用
予
定
人
員
】
2
名

【
選
考
方
法
】
受
験
手
続
書
類
提
出

時
に
簡
単
な
面
接
を
実
施
し
ま
す

【
勤
務
期
間
】
7
月
下
旬
か
ら
9
月

中
旬
ま
で
の
22
日
間
（
土
日
を
含
む

週
4
日
勤
務
）

【
募
集
要
項
の
配
布
】
図
書
館
で
配

布
中
（
関
連
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

→
図
書
館

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
6
月
24
日
㈬

～
7
月
8
日
㈬
（
6
月
29
日
㈪
、
7

月
6
日
㈪
を
除
く
）
ま
で
に
図
書
館

（
☎
482
・
7
7
6
6
）
へ　

学
校
司
書
臨
時
職
員
募
集

【
業
務
内
容
】
小
・
中
学
校
の
学
校

図
書
館
の
整
備
、
蔵
書
管
理
等
に
関

す
る
業
務

【
資
格
】
司
書
資
格
（
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
も

含
む
）・
昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

【
登
録
方
法
】
市
販
の
履
歴
書
１
部

（
写
真
を
貼
付
）・
資
格
の
写
し
1
部
、

返
信
用
封
筒
82
円
切
手
添
付
を
学
務

課
へ

【
登
録
有
効
期
限
】
平
成
28
年
3
月

31
日
㈭
ま
で

【
そ
の
他
】
詳
細
、
選
考
は
登
録
さ

れ
た
方
へ
連
絡

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ
く
り

→
雇
用

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
学
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
6
7
3
）

市
立
学
校
介
助
員
募
集

【
業
務
内
容
】
小
・
中
学
校
の
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
の
介
助
員

【
資
格
】
昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

【
登
録
方
法
】
市
販
の
履
歴
書
１
部

（
写
真
を
貼
付
）
を
学
務
課
へ

【
登
録
有
効
期
限
】
平
成
28
年
3
月

31
日
㈭
ま
で

【
そ
の
他
】
詳
細
、
選
考
に
つ
い
て

は
登
録
さ
れ
た
方
へ
連
絡

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ
く
り

→
雇
用

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
学
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
6
7
3
）

保
育
士
臨
時
職
員
募
集

【
資
格
】
昭
和
24
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格
を

有
す
る
方

【
勤
務
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
5

時
の
間
で
4
時
間
程
度
（
事
業
内
容

に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
）

【
時
給
】
1
0
6
4
円

【
採
用
予
定
人
数
】
若
干
名

【
受
付
】
随
時

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
保
育
士
資

格
証
明
書
の
写
し

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
保
育
子
育
て

支
援
課　
　
　
（
☎
483
・
3
4
7
1
）

公
民
館
臨
時
職
員
の
登
録
・
選
考

【
業
務
内
容
】
公
民
館
施
設
維
持
管

理
業
務
の
補
助 

 
 

【
採
用
人
員
】
1
名  

 

【
試
験
日
】
6
月
20
日
㈯ 

 

【
試
験
内
容
】
面
接  

 

【
時
間
給
】
838
円
（
交
通
費
自
己
負

担
） 

 

【
勤
務
日
】
水
・
木
・
金
・
土
・
日

曜
日
（
1
日
3
時
間
程
度
） 

 

【
勤
務
先
】
樽
井
公
民
館 

 

【
任
用
期
間
】
7
月
1
日
㈬
か
ら
6

か
月
（
3
か
月
を
限
度
と
し
て
更
新

す
る
場
合
あ
り
） 

 
 

【
募
集
要
項
の
配
布
】
6
月
1
日
㈪

か
ら
樽
井
公
民
館
で 

 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
樽
井
公
民
館

（
☎
483
・
4
3
6
1
）
へ
。
6
月
14

日
㈰
午
後
5
時
30
分
（
毎
週
月
曜
日

は
午
後
か
ら
休
館
、火
曜
日
は
休
館
）

締
切

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
（
☎
484
・
２
６
２
７
）

6
月
の
ご
案
内

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
講
習
会

（
無
料
）
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
受
付
中
で
す
。

【
6
月
の
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

お
と
な
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学

生
～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生

以
下
無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の

保
護
者
ま
た
は
20
歳
以
上
の
成
人
の

同
伴
が
必
要
で
、
１
名
に
つ
き
小
学

３
年
生
以
下
の
児
童
２
名
ま
で
。
な

お
、
オ
ム
ツ
の
外
れ
て
い
な
い
方
は

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

【
注
意
】
工
事
等
の
都
合
に
よ
り
臨

時
休
館
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
sennanseisou.jp/pool/index.htm

l

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
民
体
育
館
（
☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
ス

ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
7
月
4
日
ま
で
）

　

体
育
館
を
ご
利
用
の
際
は
、
上
ぐ

つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

    

新
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
（
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
2
台
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日

【
半
日
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
募
集

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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★
市
立
図
書
館
（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

→
図
書
館

今
月
の
ご
案
内
（
7
月
4
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

図
書
館
新
刊
紹
介

　

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
約

３
か
月
分
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
「
人に

ん
き気
ガ
ー
デ
ナ
ー
83
の
寄よ

せ
植う

え
」（
エ
フ
ジ
ー
武
蔵
）

　

１
年
を
通
し
て
楽
し
め
る
寄
せ
植

え
を
人
気
ガ
ー
デ
ナ
ー
17
人
が
紹

介
。

●「
徳と

く
が
わ川
家い
え
や
す康
」別
冊
太
陽（
平
凡
社
）

　

徳
川
家
康
の
生
涯
を
絵
や
写
真
と

と
も
に
解
説
。
ゆ
か
り
の
地
も
分
か

る
。

●
「
思お

も
い
出で

は
満み

た
さ
れ
な
い
ま
ま 

」

（
乾
い
ぬ
い

緑ろ
く
ろ
う郎
著　

集
英
社
）

　

一
見
平
凡
な
人
々
の
生
活
の
中
に

あ
る
不
思
議
な
ド
ラ
マ
を
描
く
。

●
〈
児
童
書
〉「
む
か
し
の
く
ら
し

思お
も
い
出で

絵え
に
っ
き

日
記
1
～
3
」（
た
か
い

ひ
ろ
こ
著
、
ポ
プ
ラ
社
）

　

関
西
出
身
の
著
者
が
描
く
子
ど
も

時
代
の
学
校
の
様
子
や
遊
び
方
な

ど
、
昭
和
世
代
の
お
と
な
に
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
ま
す
。
な

お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

読
書
サ
ロ
ン
「
時
代
小
説
の
巻
」

　

何
か
お
も
し
ろ
い
本
は
？
と
お
悩

み
の
方
へ
。
司
書
が
本
の
紹
介
を
す

る
「
読
書
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
関
連
本

や
、
最
近
の
時
代
小
説
を
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
6
月
26
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
3
時

【
と
こ
ろ
】
図
書
館
2
階
会
議
室

【
対
象
】
お
と
な

【
定
員
】
15
名
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
来
館
か
電
話

で
6
月
5
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
受
付

（
定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
）

図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

● 

目
や
耳
が
不
自
由
な
方
へ

　

携
帯
用
拡
大
読
書
器
、
大
型
活
字

本
、広
報
せ
ん
な
ん
音
読
カ
セ
ッ
ト
、

字
幕
つ
き
ビ
デ
オ
、
点
字
図
書
、
点

字
に
よ
る
各
省
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
に
は
、
点
字
の
絵
本
や
さ

わ
る
絵
本
も
あ
り
ま
す
。

●
視
覚
障
害
者
１
級
・
２
級
程
度
の

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　

郵
送
に
よ
る
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
（
郵
送
費
無
料
）。
貸
し
出

し
は
、
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
を
14
点
ま

で
、
期
間
は
１
か
月
で
す
。
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
、講
演
録
等
が
あ
り
ま
す
。

音
声
、
点
字
に
よ
る
目
録
も
あ
り
ま

す
。
当
館
に
な
い
資
料
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

今
月
の
ご
案
内
（
7
月
4
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日

【
半
日
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

楠台１号公園

東小学校

あおぞら幼稚園

鳴滝小学校

なるにっこ認定
子ども園

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター

一丘団地

八幡山自治会館

関空マーブルコースト
西信達公民館

13:20～
14:10

15:00～
15:45

14:30～
15:00

14:40～
15:20

14:30～
15:00

13:30～
14:15

15:10～
16:10

15:40～
16:30

水

木
木

木
金
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:45

13:50～
14:20

15:00～
16:00

15:00～
15:45

14:35～
15:05
15:20～
16:00

水
水
木
木
金
金
金

2月

7月 6月

1月2月

砂川老人集会場

ルナりんくう

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休 休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

1月

4

3

4
4
5

5
5

18
17

18
18
19
19
19

10

10

11
11
12

12
12

　　　　24
24

25
25
26
26
26

2

1

2
2
3
3
3

16
15

16
16
17
17
17

6月

22
22
23
23
24
24
24

7月

8
8
9
9
10
10
10

蔵
書
点
検
の
た
め
休
止

か
し
の
き
号
巡
回
予
定
表

■自治基本条例とは ･･･ ？

　まず、自治基本条例について説明します。

　自治基本条例とは、市民が主役となったまちづ

くりのルールを決めた条例です。

　まちづくりを進めていくためのルールには、他

にもいろいろな条例や計画がありますが、この条

例はそれらすべての指針になる性格を持っていま

す。それに加えて、まちづくりの主役となる市民、

議会、行政の役割や責務など、まちづくりに関す

る基本的事項をすべて掲載している総合条例の性

格も併せ持っています。

　まちづくりの基本的事項とは、まず自分たちが

めざすまちづくりの理念や基本原則、次にまちづ

くりの主役となる市民、議会、行政の基本的な役

割と責務、そして情報公開や意見公聴制度、市民

協働などまちづくりを進める仕組み、また総合計

画や危機管理など行政を運営する仕組みのことで

す。

　そして、この条例が時代遅れとならないよう、

一定の期間で内容を見直すことが義務付けられて

います。　　　　　　　　　　　　　　＜続く＞

【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

泉南市自治基本条例コラム⑫
　今年度も、平成 24 年 10 月 1 日に施

行した私たちのまちづくりの基本とな

る泉南市自治基本条例について、広報

にコラムを連載し、条例の内容説明や

用語解説をしていきます。

泉南市マスコットキャラクター
「泉南熊寺郎」“せんくま”
せんなんくまじろう
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

クラブ名 活動日 活動時間
信達公民館（☎483-9264）

木版画の会 2.4 ㈬ 10:00～12:00
鶴謡会 1.3.4 ㈬ 9:30～13:00
革工芸 2 ㈬ 9:30～11:30
ひなげし会 1.3 ㈬ 10:00～12:00
彩光会 2.4 ㈬ 13:00～15:00
健やか養生体操(水) 1.2.3.4 ㈬ 13:30～15:30
水曜詩吟 A 1.3.4 ㈬ 13:30～16:00
フラワーサークル 1.2.3.4.5㈬ 15:00～21:30

泉南ソーリャ信達雅 1.2.4 ㈬ 19:00～21:30
水曜詩吟 B 1.3.4 ㈬ 19:00～21:00

茶道同好会 2.4 ㈭ 9:00～17:00
英会話同好会 1.2.3.4.5 ㈭ 9:30～11:30

チェリー会 1.2.4.5 ㈭ 9:00～12:00

信達読書友の会 3 ㈭ 10:00～11:30

俳画倶楽部 1 ㈭ 13:00～15:30
木曜詩吟クラブ 1.3 ㈭ 13:00～17:00

花 1.2.3 ㈭ 13:00～17:00

泉南写真クラブ 2 ㈭ 18:00～20:30
泉南愛石会 1 ㈭ 18:00～20:00

リサイクル手芸 1.3 ㈮ 10:00～15:00

書道クラブ 1.3 ㈮ 13:00～17:00
筝曲クラブことみ会 2.4 ㈮ 9:00～17:00

レザークラフト 1.3 ㈮ 13:00～16:30
油絵クラブ翔彩会 2.4 ㈮ 13:00～17:00
コールそよかぜ 1.2.3.4 ㈮ 13:00～17:00
整えるヨガ 1.2.3.4.5 ㈮ 10:30～16:30
信達フリージァ 1.2.3 ㈮ 18:00～21:00
秋桜 1.3.4 ㈮ 19:30～21:30
七草俳句会 3 ㈯ 9:00～12:00
押し花クラブ 1.3 ㈯ 13:30～16:00
すずらんダンスクラブ 1.2.3.4.5 ㈯ 18:00～21:00

泉南山野草会 3 ㈰ 13:00～16:00
わらべうた 4 ㈰ 9:00～12:00

日曜詩吟クラブ 1.2.3.4.5㈰ 14:00～16:00
スペイン語同好会 1.3 ㈰ 14:00～16:00
健やか養生体操(月) 1.2.3.4 ㈪ 9:30～11:30

クラブ名 活動日 活動時間
新家公民館（☎483-9314）

楽々絵手紙教室 1.3 ㈬ 9:00～12:00
新家絵手紙の会 2 ㈬ 9:00～12:00
風彩会 1.3 ㈬ 13:00～15:00

ダンスカサブランカ 1.2.3.4 ㈬ 13:00～17:00
大正琴おみなえし　 2.4 ㈬ 13:00～16:00

英会話クラブ 1.2.3.4 ㈬ 18:30～20:30
陳静太極拳協会 1.2.3.4 ㈭ 9:00～12:00

パッチワーククラブ 2.4 ㈭ 10:00～12:00
10:00～12:00

ハワイアン＆ポップスフラ同好会プメハナ 2.4 ㈭ 15:00～17:00

ちぎり絵 2.4 ㈭ 13:00～16:00
新家囲碁同好会 1.2.3.4.5 ㈭ 13:00～17:00
藍の会 2 ㈭ 13:00～16:00
夢一座春踊会 3 ㈭ 13:00～17:00
水墨画会 1.3 ㈭ 13:00～16:30

空手道　葵会 1.2.3.4 ㈭ 18:00～20:30
新家句会 3 ㈮ 9:00～12:00
健やか養生体操(朝) 1.2.3.4 ㈮ 9:50～11:50
健康体操コスモスクラブ 1.2.3.4 ㈮ 10:00～11:30
新家民謡教場 1.2.3.4 ㈮ 13:00～16:00
ペン習字 2.4 ㈮ 13:00～17:00
アドヴァンス 1.2.3 ㈮ 19:00～21:30
健やか養生体操(夜) 1.2.3.4 ㈮ 19:30～21:30

新家書道クラブ A 2.4 ㈯ 9:00～12:00
Coro Gatti（コーロガッティ）1.2.3.4 ㈯ 19:30～21:30

新家ヨガクラブ 1.2.3.4 ㈯ 10:00～11:30

詩舞サークル 13:00～17:00
新家公民館箏曲クラブ 1.2.3.4 ㈯

1.2.3.4 ㈯
13:00～17:00

Eメイツ 1.2.3.5 ㈯ 13:30～15:30
新家フォークダンススイートピー 1.2.3 ㈯ 9:00～12:00

将棋同好会 1.2.3.4.5 ㈰ 13:00～17:00
新家茶道部 2.4 ㈰ 13:00～16:00
童謡ひろば 1.3 ㈰ 14:00～15:30

書道サークル 1.3 ㈭

新草会 3 ㈰ 14:00～16:00
砂川ダンスクラブ 1.2.4 ㈰ 19:00～21:30
3B体操 1.2.3㈪ 9:00～12:00
新家詩吟クラブ 1.2.3㈪ 9:30～12:00
ストレッチ体操 1.2.3.4.5㈪ 10:30～12:00

クラブ名

リラックス　ヨーガ 1.2.3.4 ㈬ 10:30～12:00

リラックス　ヨーガ 月3回㈬ 15:00～16:30
活動日 活動時間

樽井公民館（☎483-4361）

西信達公民館（☎483-9270）
クラブ名 活動日 活動時間

泉南案内人の会 1 ㈬ 13:00～17:00
泉南ソーリャきらり 2.4 ㈬ 19:30～21:00

手編みクラブ 1.3.5 ㈭ 10:00～12:00

泉南川柳クラブ 2㈮ 10:00～12:00

すまいるママ 9:30～12:00
陶芸クラブ(木午前) 1.2.3 ㈭

3 か4、㈭か㈮
10:00～12:00

陶芸クラブ(木午後) 1.2.3 ㈭ 14:00～16:00
フラワーサークル　かれん(夜間) 1.2.3.4 ㈭ 18:00～21:00

フラワーサークル　かれん(午後) 1.2.3.4 ㈭ 13:00～17:00

書道クラブ 2.3.4 ㈭ 18:30～21:30
泉南うまいもん研究会 2㈮ 9:00～12:00
樽井ヨガクラブ 1.2.3.4 ㈮ 10:00～11:30

大正琴　こと美 1.3 ㈮ 13:00～16:30
S.I.F.C. 1.2.3.4 ㈮ 19:00～20:30
パソコンひよこクラブ

パソコンひよこクラブ

1.3 ㈮ 18:00～21:45

2.4 ㈰ 13:00～17:00

昔のうたを歌う会 1 ㈯ 9:30～11:30
ハワイアンキルトクラブ 2.4㈮ 9:00～12:00

E.S.S. 2.4 ㈯ 10:00～11:30
陶芸クラブ(土) 1.2.3 ㈯ 10:00～12:00

水墨画クラブ 2.4 ㈯ 13:00～15:30

七宝焼クラブ 2 ㈯ 13:00～16:00

泉南写真クラブ 4 ㈯ 13:00～16:30

葦の会～今ここから～ 2か月毎㈰ 13:00～17:00

SENNANまちづくり市民会議 2 ㈯ 9:00～12:00

中国語クラブ 2.4 ㈯ 14:00～16:00
男のクッキング 3 ㈯ 17:00～21:00
泉南の里山を大切にする会 月2回土日 9:30～15:00

1.2.3.4.5 ㈪ 9:30～11:30
育ちあい ″よっといで″ 2 ㈪ 9:00～12:00

R体操 1.2.3.4 ㈬ 10:00～12:00

ちぎり絵 2.4 ㈬ 13:00～16:00
生命の貯蓄体操(水) 1.2.3.4 ㈬ 13:30～15:30

大正琴ながよし会 1.3 ㈬ 13:00～16:00

吟詠研修会 1.2.3.4 ㈬ 19:00～21:00
クラシックバレエ 1.2.3.4 ㈬ 18:00～22:00
生命の貯蓄体操普及会 1.2.3.4 ㈬ 19:30～21:30
西信達料理クラブ 3 ㈭ 9:00～12:00
リフレッシュ体操 1.2.4㈭ 11:00～12:00

書道教室 1.2.4 ㈭ 14:00～16:00
ひとめ会 1.3 ㈭ 13:00～17:00

大人から始めるダンス 1.2.3.4 ㈭ 18:00～21:45
泉州愛石同人 3 ㈮ 19:00～21:00
詩吟教室 1.2.3.4 ㈯ 10:00～12:00
楽庵書芸クラブ 2.4 ㈯ 9:00～12:00
誠撓會館 1.2.3.4.5 ㈯ 18:00～21:45
生命の貯蓄体操㈯ 1.2.3.4 ㈯ 9:00～12:00
ファミリーヨガクラブ 1.2.3.4 ㈪ 10:00～11:30

大正琴チューリップ 2.4 ㈬ 9:30～12:00

健やか養生体操

　公民館登録クラブは、仲間づくりの場を中心に、日常生活に即した学習や文
化活動を行うことを目的として活動を行っています。登録クラブに体験、見学、
入部希望の方は、活動時間内に直接お越しください。なお、活動日・時間は変
更する場合もありますので、各公民館へお問合せください。
　公民館は教育機関であり、公益性・中立性・公開性が尊重されます。文化教
室ではありませんので、営利を目的とした活動、特定の政党の利害に関する活
動、特定の宗教を支持する活動などには利用できません。公民館登録をしてい
る各クラブ・サークルはクラブ会員による自主運営で、個人情報保護の観点か
ら各クラブの代表者、講師の連絡先は公開していません。

【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）

平成 27 年 4 月 1 日現在公民館クラブ公民館クラブ
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誰
も
が
一
度
は
誰
か
に
読
ん
で
も

ら
う
な
ど
し
て
、
な
じ
み
の
あ
る
絵

本
。
そ
ん
な
絵
本
の
中
に
も
、
無
意

識
の
う
ち
に
女
性
と
し
て
の
役
割

や
、
男
性
と
し
て
の
役
割
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
意
識
し
な
が
ら
絵
本
を

読
む
と
、
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
絵
本
に
描
か
れ

て
い
る
「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
・
テ
ー
マ
・
内
容
】
下
表
の

と
お
り

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

【
講
師
】
国く

に
や
す安
澄す
み
え江
さ
ん
（
絵
本
ソ
ム

リ
エ
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
）

【
定
員
】
30
名

【
参
加
費
】
無
料

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
定
員
６
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

【
手
話
通
訳
】
事
前
予
約
が
必
要

【
そ
の
他
】
基
本
的
に
連
続
し
て
受
講

【
申
込
み
】
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E

メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
一
時
保
育
お
よ
び
手
話

通
訳
の
要
否
、
一
時
保
育
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
を
、

〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

９
・
16
・
２
人
権
推
進
課
へ
。

６
月
24
日
㈬
締
切

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

６
月
は
「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」

︽
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
就
職
差
別
︾

　

～
働
く
の
は
私
！
私
自
身
を
見
て

く
だ
さ
い
～

　

就
職
の
面
接
で
、
本
人
や
家
族
の

出
身
地
や
職
業
、
思
想
・
信
条
な
ど

に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、
本
人

に
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で

あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
就
職
差
別
110
番
】
採
用
面
接
時
等

の
差
別
に
つ
い
て
、
相
談
、
関
係
機

関
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す

▽
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

６
月
17
日
㈬
～
19
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
受

付
は
６
月
中
随
時
）

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８
／

e-m
ail:rosei-g0

4
@

sbox.pref.
osaka.lg.jp

）

【
問
合
せ
】
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇

用
推
進
室

　

日
本
女
性
会
議
は
、
女

性
問
題
の
解
決
に
向
け
、

１
９
８
４
年
に
開
催
さ

れ
、
そ
れ
以
来
市
民
と
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
自
主
的
な
研
修

を
促
進
し
、
男
女
平
等
参

画
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
指
導
者
の
養
成
を
図
る

た
め
、
参
加
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
と
き
】
10
月
９
日
㈮
～

11
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
倉
敷
市
民
会

館
、
倉
敷
市
芸
文
館
な
ど

【
対
象
】
過
去
に
市
主
催
の
男
女
平

等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座
を
受
講
し

た
方
も
し
く
は
、
男
女
平
等
参
画

ル
ー
ム
で
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ

の
方
。
参
加
後
、
報
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す

【
テ
ー
マ
】「
思
い
や
り
男ひ

と女
が
集
う

白
壁
の
ま
ち
」

【
定
員
】
１
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

【
申
込
み
】
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

受
講
し
た
講
座
名
も
し
く
は
グ
ル
ー

プ
名
、
志
望
動
機
（
300
字
程
度
）
を

明
記
の
上
、
封
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒

５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井
９
・

16
・
２
人
権
推
進
課
へ
。

６
月
19
日
㈮
締
切

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00～12:00、13:00～15:00

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

砂川老人集会場

専用電話（☎482-0590）

市役所本庁 1 階市民相談室    人権擁護委員による人権相談

女性相談（面接）
事前予約が必要です

女性のための電話相談

特設人権相談

人権に関する相談

 毎月第3金曜日　14:00～16:00
 ①毎月第 1 金曜日　13:00～16:00
 ②毎月第 2 火曜日　18:00～21:00
 ③毎月第 4 金曜日　10:00～13:00

相談名 とき ところ 問合せ

人権推進課

　人権協会
（☎485-1401）

祝日を除く毎週月曜日～土曜日
 （土曜日は要予約）　9:00～17:30
6 月 12 日㈮ 14:00 ～ 16:00  

ともに生きる喜びを！
～泉南市部落差別などあらゆる差別

の撤廃と人権擁護に関する条例～
　この条例はあらゆる差別をなく
すことを目的としており、「すべて
の人は生まれながらにして自由で
あり平等である」とした「世界人
権宣言」の精神を踏まえ、平成 7
年 6 月 1 日に制定されました。
　私たち一人ひとりが差別をしな
い、させない、許さないよう努め
るとともに、差別のない明るい社
会を築きましょう。
　毎年、泉南市人権啓発推進協議
会委員・人権擁護委員・市職員が
中心となり、人権条例のことを多
くの方に知ってもらうため、市内
4 駅にて街頭啓発を行っています。
【問合せ】人権推進課

7/2
㈭

とき 内容

7/9
㈭

7/16
㈭

時間はいずれも午前 10時～ 12時

もう一度考えよう
「ジェンダー」ってなに？
～社会の中にあるジェンダー～

「役割」ってなに？
～「○○らしく」ではない、
「わたしらしく」～

家族の関係を考えよう
～「理想の家族」というけれど～

・・・

「日本女性会議2015倉敷」参加者募集

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

み
ん
な
ど
う
し
て
る 

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座
Ⅰ

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

　「
わ
た
し
」
が
楽
し
め
る
絵
本
の
選
び
方

み
ん
な
ど
う
し
て
る

み
ん
な
ど
う
し
て
る

み
ん
な
ど
う
し
て
る

み
ん
な
ど
う
し
て
る

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

２
０
１
５
男
女
平
等
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

!?
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▽
あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
に
入
園

→
一
丘
小
学
校
へ
進
学

→
一
丘
中
学
校
へ
進
学

▽
く
す
の
き
幼
稚
園
に
入
園

→
信
達
小
学
校
へ
進
学

→
信
達
中
学
校
へ
進
学

①
の
調
整
区
に
お
住
ま
い
で

に
就
学
を
希
望

さ
れ
る
方

②
の
調
整
区
に
お
住
ま
い
で

に
就
学
を
希
望

さ
れ
る
方

③
の
調
整
区
に
お
住
ま
い
で

に
就
学
を
希
望

さ
れ
る
方

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

【
実
施
期
間
】 

6
月
22
日
㈪

～
28
日
㈰ 

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時

30
分
～
午
後
7
時
。
6

月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
は

午
前
10
時
～
午
後
5
時  

【
相
談
内
容
】
い
じ
め
、

不
登
校
、
体
罰
、
児
童

虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人

権
問
題

【
担
当
者
】 

人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員 

【
問
合
せ
】
大
阪
法
務

局
人
権
擁
護
部
第
三

課
（
☎
06
・
6
9
4
2
・

9
4
9
6
） 瓜う
り
も
と本
・
有あ
り
む
ら村

①
鳴
滝
小
と
信
達
小
、
樽
井
小
と
の
調
整
区

シ
リ
ー
ズ
調
整
区
解
消
に
向
け
て
⑧

【
問
合
せ
】
学
務
課
（
☎
483
・
３
６
７
３
）、
人
権
教
育
課
（
☎
483
・
３
６
７
２
）

調
整
区
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ま
へ

鳴
滝
小
学
校

樽
井
小
学
校

一
丘
小
学
校

②
樽
井
小
と
雄
信
小
と
の
調
整
区

③
一
丘
小
と
信
達
小
と
の
調
整
区

樽
井
小
校
区

西
信
達
小
校
区

鳴
滝
小
校
区

樽
井
小
・
鳴
滝
小
調
整
区

府道堺阪南線

国道26号

座頭池

信達小校区

信達小
・鳴滝小
調整区

南海本線

泉南市役所

市
道
信
達
樽
井
線

市
道
市
場
鳴
滝
線▲

▲

市
道
市
場
岡
田
線

文

鳴滝小学校

男
里
川

南海
本線

文

樽井小学校

樽井小校区

泉
佐
野
岩
出
線

りんくう体育館

雄信小・樽井小
調整区

雄信小校区

信達小・一丘小
調整区

西信達小校区

信達小校区

一丘小校区

新
家
小
校
区

鳴
滝
小
校
区

府道堺阪南線

ＪＲ阪和線 至天王寺

海営宮池

一岡神社

文

一丘中学校

文

一丘小学校

信達小・
鳴滝小
調整区

国道26号

変更できます。
指定校変更の手続きをすれば、

調
整
区
に
お
住
ま
い
で
、
平
成

28
年
4
月
に
小
学
校
入
学
に
お

い
て
指
定
校
を
変
更
し
た
い
方

③
の
一
丘
小
学
校
と
信
達
小
学
校

の
調
整
区
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

平
成
28
年
4
月
に
公
立
幼
稚
園
に

入
園
を
希
望
す
る
方

子どもの人権 110 番 強化週間
0120-007-110（相談無料・秘密厳守）

　

9
月
に
「
就
学
時
健
康
診
断
の

実
施
に
つ
い
て
」
が
届
き
ま
す
。

調
整
区
に
お
住
ま
い
の
方
す
べ
て

に
「
転
入
学
届
」
が
同
封
さ
れ
ま

す
。

→
「
転
入
学
届
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
学
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

8
月
下
旬
ご
ろ
に
入
園
願
書
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

→
進
学
す
る
小
学
校
、
中
学
校
を

考
慮
に
入
れ
て
幼
稚
園
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
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おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　
【とき】6 月 5 日㈮、7 月 3

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳のあかちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳の子ど

もと保護者 （年齢は目安）

【内容】赤ちゃんといっしょ

に、絵本やわらべうたで遊び

ます。本の紹介や、絵本相談

も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要　

土曜おはなしひろば
【とき】6 月 13 日㈯午後 2

時 30 分～ 3 時 15 分

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子ども ( お

となも可 )

【内容】ストーリーテリング

（素語り）大型絵本、カルタ

など

【定員】40 名（先着順）

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です。絵

本を楽しんで、スタンプを集

めよう !

【参加費・申込み】不要

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！
【とき】6 月 6 日㈯、20 日㈯、

27 日㈯、7 月 4 日㈯午後 2

時 30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【内容】紙芝居ボランティア

グループ「拍子木」の皆さん

による紙芝居会

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】

不要　

★保育子育て支援課（☎ 483-3471）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

保育所等の所庭・園庭開放
保育所名 開放日 開放時間

 たるい保育園   
 ☎ 482-0074 6/2 ㈫、7/7 ㈫  10：00 ～ 11：00

 信達こども園　   
 ☎ 483-4642 6/2 ㈫、7/7 ㈫

 10：00 ～ 11：30

 浜保育所　　   
 ☎ 484-2660 6/16 ㈫、7/21 ㈫

 ニチイキッズ泉南保育園
 ☎ 483-4041 6/23 ㈫、7/28 ㈫

 なるにっこ認定こども園
 ☎ 482-5660 6/9 ㈫、7/14 ㈫

 ココアンジュ新家　
 ☎ 484-0190

6/4 ㈭、6/18 ㈭
7/2 ㈭、7/16 ㈭  13：30 ～ 15：00

★ファミリー・サポート・センター（☎483-9665）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ファミサポ会員募集中 !
【利用会員】3 か月からおおむ

ね 12 歳までの子どものいる方

【協力会員】自宅で子どもを

預かることができる方。子ど

もの保育施設などへの送迎が

できる方。研修の受講が必要

です。都合に合わせて活動可

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み】ファミリー・サポー

ト・センターへ

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化

協力・両方会員の研修会
【とき・内容】下表のとおり

【ところ】市役所別館 1 階会

議室 1

【受講料】無料

【一時保育】あり（定員 5 名・

事前申込みが必要）　

【保険】活動には、ファミリー・

サポート・センター補償保険

に加入

【申込み】事前申込みが必要  

6/15
  ㈪

6/26
  ㈮

6/30
  ㈫

7/6
  ㈪

  
11:00 ～ 12:30

  
 
11:00 ～ 12:30

①泉南市の子育て事情と子育て支援
②障がいのある子どもについて
①食生活とアレルギー
②子どもの身体発達と事故防止
③子どもと絵本
①子どもの心・保護者の心との向き
　合い方
②子どもの生活と遊び
①子どもの人権
②もっと知ろう、ファミサポ

9:20 ～ 10:50

9:20 ～ 9:50

9:20 ～ 10:50

9:20 ～ 10:50

9:50 ～ 11:20
11:30 ～ 12:30

11:00 ～ 12:30

とき 内容

①ぽかぽか広場・にしし
んっこ広場に遊びにきてね
【とき】毎週水曜日午前 10

時～ 11 時 30 分

【ところ】ぽかぽか（西信

達中学校裏）

【対象】就学前の子どもと

その保護者

【内容】お部屋遊び、園庭遊

び、絵本、手あそびうた等

【その他】▽お茶以外飲食

不可▽駐車場はありません

【申込み】不要

②親子講座
「体を使って遊ぼう！」
【とき】7 月 22 日㈬、10

月 14 日㈬、平成 28 年 2

月 10 日㈬時間はいずれも

午前 10 時～ 10 時 30 分

【その他】駐車場あり。詳

しくはお問合せください

【①②問合せ】西信達保育

園 （☎ 483-2444）
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よちよちルーム・はいはいルーム
【とき】6 月 9 日㈫、23 日㈫

①よちよちルーム午前 9 時

30 分～ 11 時 30 分②はいは

いルーム午後 1 時～ 3 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住で平成 26

年 4 月 2 日以降生まれの子

どもとその保護者①伝い歩き

～歩きはじめた子ども②ねん

ね～はいはいの子ども

【内容】親子の遊び、保護者

交流、手遊び、ふれあい遊び、

絵本など

【その他】▽都合の良い時間

に参加可▽上の子どもを連れ

ての参加はできません（きょ

うだいでの参加はひだまり

ルームへ）▽お

茶、着替えは各

自持参

【申込み】不要

出前保育
【とき】6 月 30 日㈫午前 10

時～ 11 時 30 分（雨天中止）

【ところ】りんくう南浜公園（岡

田漁港近く）

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】歌、ふれあい遊び、

大型絵本、ペープサート、体

操、手作りコーナー、親子で

の遊びなど（赤ちゃんコー

ナーもあります）

【その他】▽ごみ、紙オムツ

はお持ち帰りください▽動き

やすい服装で参加▽お茶、着

替え、敷物等は各自持参▽お

茶以外飲食不可▽警報発表時

はお問合せください▽駐車場

はありません

子育て講座に参加しませんか
【とき】7 月 29 日㈬午前 10

時～ 11 時 30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前の

子どもをもつ保護者

【テーマ】ひとりで悩まんとっ

て～はじめての子育て、うま

くできなくてあたりまえ～

【講師】辻
つじ

ゆきこさん ( 大阪

府子ども家庭サポーター )

【定員】30 名 ( 申込順 )

【参加費】無料

【一時保育】あり

【申込み】6 月 8 日㈪～ 30

日㈫の期間に電話で『ひだま

り』へ

イベント出前保育「あじさい
を見に行きませんか」
【とき】6 月 10 日㈬午前 10

時～ 11 時 30 分

【ところ】長慶寺

【対象】市内在住の就学前の

子どもとその保護者

【内容】散策、スタンプラリー

【その他】▽ごみ、紙おむつ

はお持ち帰りください▽動き

やすい服装で参加▽お茶、着

替えは各自持参▽お茶以外飲

食不可▽駐車場あります

個別相談
【とき】① 6 月 23 日㈫午後

1 時 30 分～ 3 時

② 7 月 7 日 ㈫ 午 前 10 時 ～

11 時 30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前の

子どもを持つ保護者

【相談員】①助産師②歯科衛生

士

【定員】各日 4 名（申込順）

【参加費】無料

【その他】相談時間はひとり

20 分

【申込み】①は 6 月 5 日㈮、

② は 6 月 15 日 ㈪ 午 前 9 時

から電話で『ひだまり』へ

★子育て支援センター『ひだまり』（☎484-3371）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ひだまりルームに遊びに来てね！
【とき】6 月 1 日㈪、2 日㈫、4 日㈭、5 日㈮、8 日㈪、9 日
㈫、11 日㈭、12 日㈮、15 日㈪、16 日㈫、18 日㈭、19 日㈮、
22 日㈪、23 日㈫、25 日㈭、26 日㈮、29 日㈪、30 日㈫午
前 9 時 30 分～午後 3 時
【ところ】『ひだまり』
【対象】市内在住の就学前の子どもとその保護者
【内容】親子の遊び、保護者交流等

【その他】▽都合の良い時間に参加可▽お茶、着替え等は
各自持参▽お茶、お弁当以外飲食不可▽お弁当持ち込みの
場合、食事時間は午前 11 時 50 分～ 12 時 30 分▽午後
からの参加は午前 12 時 30 分以降
にお越しください▽開催日により、
ひだまりルーム内で催しがありま
す。希望者は、時間・場所を確認
の上ご参加ください
【申込み】不要

★ひだまりルームのお楽しみタイム★

スポットタイム3階 ひだまりルーム開催日11：40～11：50

とき 対象 内容
手遊び、ふれあい遊び、絵本などどなたでも

おかえりタイム1階 ひだまりルーム開催日14：45～15：00 手遊び、ふれあい遊び、絵本、体操などどなたでも

どなたでも

どなたでも

こぐまタイム2階
①6/5㈮②6/16㈫
時間はいずれも10：30～11：15

①ふれあい遊び、運動あそび

【講師】松下裕子さん（健康運動指導士）
②リトミック・集団遊び「フルーツバスケット」

H21.4.2～H25.4.1
生まれの子どもと
その保護者

おいでおいで広場
2階

①6/12㈮10：30～11：15
②6/25㈭13：15～14：00

①制作「あじさい」（スタンピング等）
②新聞紙で遊ぼう！

どなたでも
一時保育なし、保護者
のみの参加も可

おひさま交流会2階 6/19㈮10：30～11：15
【テーマ】子どもの行動に困ったとき
～保護者同士の交流とミニ講座～

【講師】木村将夫さん（家庭児童相談室）
6月生まれの子ども
とその保護者誕生会2階 6/22㈪

①10：30～11：15②13：15～14：00 誕生カード作り、誕生会の歌など

身体測定1階 毎週月曜日
①11：00～11：20②14：15～14：40

身長・体重の計測
(希望者は、時間内に計測してください)

まつした ひろこ

きむら まさお
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  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料で

す。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いています。個別接種は事前予約が必要で、

指定医療機関以外での接種はできません。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

★受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」・市ウェブサイトを参照または、
保健センターへお問合せください。

保
健

セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

集
団
接
種

指
定
医
療
機
関
で
通
年
実
施

（
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘

日本脳炎

Hib感染症 　／　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

おとなの風しん予防接種費用の
公費一部助成（助成回数1回。助成上限あり）

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで
★初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

第1期：1歳の前日から2歳の前日まで
第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
▽すでに水痘にかかったことがある子どもは対象外です
▽任意接種で水痘ワクチンの接種を受けた子どもは、すでに接種した
回数分を受けたものとします

第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：11歳の前日から13歳の前日まで（ジフテリア・破傷風）

第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：9歳の前日から13歳の前日まで

小学6年生から高校1年生の女子
風しん抗体検査の結果抗体が十分ないと判断された方で、
接種当日に泉南市に住民票があり①妊娠を希望する女性②①の配偶者
③妊婦の配偶者（★妊娠中または妊娠の可能性のある方は除く。接種後
女性は2か月間避妊が必要）

生後5か月の前日から8か月の前日まで
★1回接種 （実施日：6月18日㈭・7月16日㈭午後1時～1時45分受付、
予約不要）

ヒブ

行事名 対象 とき その他　

4か月児健康診査 ①平成27年1月生
②平成27年2月生

平成25年7月・8月生
平成24年8月・9月生

①6月3日㈬ ②7月1日㈬
受付：午後0時35分～1時30分

今

　月

　の

　健

　診

今

　月

　の

　教

　室

　

乳児後期健康診査

2歳6か月児歯科健診

3歳6か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

対象者へ個別通知

対象者へ個別通知

4か月児健康診査で受診票を配布していますので、大阪府内の医療機関にお問合せの上、かかり
つけ医でお受けください。1歳を過ぎると自己負担になります。

平成24年11月生

平成25年10月生

平成23年11月生

6月25日㈭ 
受付:午後0時45分～1時20分

6月24日㈬ 
受付:午後0時30分～1時30分

6月10日㈬
受付:午後0時30分～1時10分

歯みがき教室

はじめてのままサロン

【内容】情報交換、赤ちゃんの身体
計測、育児相談、ふれあい遊び
【定員】なし
【申込み】不要

1歳未満の第1子と
その家族

6月19日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

（受付後、身体計測を実施します）

5月28日㈭
受付：午後１時～1時20分
実施：午後１時20分～

【定員】なし
【携行品】母子健康手帳、筆記用具、
歯ブラシ、コップ、お茶
【申込み】不要

妊婦とその家族

離乳食講習会

プレままプレぱぱ教室

【内容】講演と実演
【定員】20名（申込順）
【携行品】母子健康手帳、筆記用具
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。6月8日㈪から受付

4か月～1歳未満の
乳児の保護者

（一時保育あり）

6月22日㈪
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時45分～3時30分

6月12日㈮、19日㈮、26日㈮
受付：午後0時50分～1時
実施：午後１時～3時30分ごろ

【内容】お産の話、沐浴実習、栄養の話、
手作りおもちゃ、先輩ままとの交流。
3日間１コース
【定員】12名（申込順）
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。6月9日㈫締切

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康
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子育て情報局

Child  Information

ボランティア募集
【対象】大学生・短大生・専

門学生・社会人の方で協力い

ただける方

【内容】①小・中学生のため

の学習相談会のボランティア

②野外活動等のボランティア

③クッキング教室、クラフト

講座のボランティアなど

【申込み・問合せ】直接窓口

か電話、Ｅメールで青少年セ

ンターへ

軽快な音楽に合わせながら行
うストレッチなど
【とき】6 月 1 日㈪、15 日㈪、

29日㈪午前9時30分～11時

【対象】おとな

【参加費】1 回 300 円

【申込み】当日受付

読み聞かせ講習会
【とき】6 月 20 日㈯午前 10

時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】読み聞かせの実習・紙

芝居

【講師】根っこの会

【定員】20 名

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

ほっとネットせんなん
【とき】6 月 27 日㈯午前 10

時～ 12 時

【ところ】デイセンターせん

なん

【対象】小学生 ( 小学部 )・中

学生 ( 中学部 )・高等部の障

がいのある子どもと保護者

【内容】ボウリング大会

【定員】親子で 15 組

【参加費】ゲーム代 300 円、

靴代 300 円

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、ほっとネットせんなん

参加希望、住所、参加者氏名

（ふりがな）、電話番号を明記

の上、青少年センターへ。

6 月 26 日㈮午後 5 時締切

センター・キッズ・ダンス・
サークル

【とき】毎週土曜日午前 10

時～ 11 時 30 分

【対象】市内の小・中学生

【参加費】1 回 500 円

英語で歌おう
【とき】6 月 13 日㈯午後 1

時 30 分～ 3 時

【対象】小中学生

【参加費】300 円

【申込み】電話か E メールで

青少年センターへ

子ども元気広場しんげ
【とき】毎週水曜日①午前 9

時 30 分～ 12 時②午後 1 時

30 分～ 5 時

【ところ】旧新家幼稚園

【対象】①就学前の子どもと

その保護者②小中学生を中心

とする市内の子ども

【内容】安心で安全な居場所

と遊びの提供

自習室を開放
【とき】開館中はいつでも

【対象】市内の小学生～社会人

【申込み】当日受付

パソコンルームを開放
【とき】毎週金曜日午後 3 時

～ 5 時

学校に行きたがらない子を
持つ親の会「フラワーズ」
【とき】6 月 11 日㈭午前 10

時～ 12 時

【対象】おとな

【内容】心理カウンセラーと

ともに子どものことを話しま

しょう

【講師】野
の ざ き

崎淑
ひ で か

香さん

【参加費】１回 500 円

【申込み】当日受付

【問合せ】フラワーズ

（☎ 090-3920-5214）

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、
２，３日中に確認メールをお届けします。届かない場合
は、青少年センターへご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

　平成 26 年に小中学生に実施した子

どもの生活に関するアンケートでは、

不安や悩みがあった時にどうするかを

聞いた項目があります。小学生は、母

親に相談、友達に相談、父親に相談が

上位 3 位でした。中学生は、友達に

相談、誰にも言わない、母親に相談の

順でした。小学生も第 4 位は誰にも

言わないという回答でした。

　子どもにとって、身近な存在である

家族や友達に話をすることが最も多い

結果となっています。子どもたちは、

普段の何気ない会話の中で気持ちを発

信しています。「今日こんなことが

あった」という事実を話した時には、

その中に込められた気持ちに気付いて

あげてください。悔しい、悲しいとい

う感情も、誰かが受け止めることで、

前に進む力になります。すぐに答えが

欲しいわけではなく、話しながら自分

で答えを探していく過程を必要として

いるのです。子どもの話を聞く。これ

は子どもの権利を尊重する最も基本的

なことです。

　誰にも言わないという回答が多いの

は、大変気がかりです。長く、子ども

の相談室を設置してきた自治体の相談

員は、相談しないことを「身近な人に

相談をすると心配や迷惑をかけてしま

うのではないか」「自分のことを信じ

てもらえないのではないか」「適切に

対処してもらえず、さらに傷つくので

はないか」などの不安があると分析し

ています。条例の前文をつくった子ど

もたちは、「子どもが最後まで話す前

に、おとなが結論を出すのではなく、

とにかく最後まで聞いてほしい」と言

っていました。

　子どもを取り巻くおとなが心がけて

いきたいと思います。　

                                          

シリーズ：子どもの権利 No.29　子どもの相談～不安や悩みがあったとき～　

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局（人権教育課☎ 483-

3672 ／ FAX483-7306 ／ e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）　
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泉南市の歴史を学びながら、楽しくタコ壷づくり！

　埋蔵文化財センターで開催された「タコ壺づくり」。本市の魅
力のひとつである「タコ壺」を切り口にした、阪南大学との連携
事業から生まれた住民協働の企画です。参加者は、まず「泉南市
が世界的なタコ壺のまち」であることを学習。数千年も前からタ
コ壺漁をしていたこと、世界的なタコ壺づくりの遺跡が見つかっ
ていることなどを知り、思わず納得。続いて、粘土をこねて思い
思いのタコ壺をつくりました。この日、皆さんのつくったタコ壺
は、この夏実施するアートなイベントで活用する予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5月9日）

●読者プレゼント！

応募締め切り
6 月 25 日㈭必着

　JR 阪和線、和泉砂川駅下がりに移転オープンした美容室ク
レールさま。店内はバリ風をイメージし、癒

い

やしの空間の中で
くつろいでいただけます。ご来店されるお客さまをオシャレで
すてきなヘアスタイルにしたいと、スタッフ一同、日々がんばっ
ています。こだわりの薬剤を使用しリーズナブルな料金で、常
に新しい技術とデザインの発想を考えています。スタッフは全
員スタイリストですので、お客さま一人ひとりのご要望にお応
えし、髪質にあったアドバイスや細やかなサービスを心がけて
います。　
  今回は、髪を若返らせダメージを補修しながら、健康な美し
い髪へと導いてくれる今イチ押しの商品。大人のシャンプー・
トリートメント、プラーミアのセット（5,000 円相当）をクレー
ルさま（牧野 584-2 ／☎ 485-0957 ／受付時間：〈パーマ・カ
ラー〉午前 9 時～午後 5 時、〈カット〉午前 9 時～午後 6 時／
定休日：月曜日、第 3 日曜日）から 5 名さまにプレゼント。

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、性別、
職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号の感想や
市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話題などを必
ずお書き添えください。なお、応募はお１人さま、１賞品につ
き１回のみ有効です

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 6 月号プレゼ
ント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp（タイ
トルに「広報せんなん 6 月号プレゼント係」と必ず明記）

【問合せ】秘書広報課（☎ 483-0002）
　応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人
情報保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのた
めにプレゼント提供店に提供される以外には利用しま
せん

5名さ
まに

和泉砂川駅

国道 26号
泉南市役所南

至 和歌山至 天王寺

信達牧野

北

上記の広告に関するお問い合わせは、合同会社　ＩＭ総合企画へ（☎ 072-242-7997）

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報広聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/

イベントが盛りだくさん！第17回ABCまつり

　今年は「市制45周年記念・熊野紀州街道泉南にぎわい祭り」と
して時代行列、藤まつりも同時開催されました。また、泉南市マス
コットキャラクターの泉南熊寺郎も参加し、大いに盛り上がりまし
た。市民体育館で開催されたABCまつりは、各団体の活動の展示
やタコ飯・天ぷら・わたがし等の販売、ステージでは、多くの団体
に参加いただき、和太鼓、ダンス、吹奏楽の演奏等が催され、来場
者を魅了しました。最後は、全員で阿波踊り。泉南熊寺郎も輪に加
わり、みんなで渦

うずしお
潮のように円になり、会場はお祭りムードでにぎ

わいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4月29日）

今年も満開！熊野紀州街道を美しく彩
いろど
る藤の花

　本市の観光名所の一つ、熊野紀州街道の野田藤。4月23日～
29日の期間で藤まつりが開催され、連日、多くの観光客でにぎ
わいました。中に入ると藤のいい香りが漂い、また奥の階段を上
がると、上から見る藤棚を楽しむことができます。遠方から来ら
れる方も多く、中には外国人観光客も来場し、「初めて藤の花を
見た。とても美しい。」と写真を撮っていました。藤棚は、1本
の苗木が34年の歳月を経て、幅30ｍ、奥行き27ｍに広がり、
花房の数は4万房とのこと。毎年、美しい藤の花を見ることがで
きるのも保存会の皆さまのおかげです。　　　　　（4月26日）

　　

春野菜をおいしく、楽しくしく料理！ワンコインでヘルシー料理

　樽井公民館で季節ごとに開催されているワンコイン料理教室。
旬の食材の調理方法、栄養の話なども聞ける人気講座です。今回
は、春野菜をふんだんに使った5品を料理しました。春野菜の
特徴は、強い香りと苦味。ビタミンや鉄分も豊富で、これらの成
分は抗酸化作用があり、お肌のシミ・しわ、あらゆる病気の原因
になる活性酸素を除去する効果が期待できます。春は寒い冬を乗
り越え、人間の体も目覚める季節。受講生は彩

いろど
りもきれいな春野

菜を楽しく料理していました。　　　　　　　　　（4月18日）
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情報ボックス

Information BOX 

ワンコインで健康ヘルシー料理≪夏≫
　夏野菜にはカロチン、ビタミン C、
ビタミン E など多く含まれ、老化防止
や抗酸化作用があります。野菜中心の
メニューで、夏を元気に乗り切りま
しょう。

【とき】7 月 18 日㈯午前 10 時～ 12 時
【ところ】樽井公民館 2 階料理室
【対象】おとな
【メニュー】ぶっかけソーメン（野菜

のせ）、夏野菜の揚げ浸し、トマトと
卵の炒めもの、ガスパチョ（飲むサラ
ダ）、かぼちゃの白玉ぜんざい〈予定〉

【講師】藤
ふじわら

原あつこさん
【定員】16 名（多数の場合は抽選）  
【参加費】教材費 500 円 
【一時保育】1 歳以上の子ども 6 名 
【申込み・問合せ】樽井公民館窓口か

FAX、E メール、ハガキで住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、年齢、 性別、

一時保育希望の方は子どもの氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日を、 〒 590-
0521 泉南市樽井 6-11-16 樽井公民館

「ワンコイン夏」係（FAX483-4380 ／
e-mail:tarui-k@city.sennan.lg.jp） へ。
7 月 1 日㈬必着。当落は 7 月 2 日㈭か
ら電話か申込みの方法で通知します。
当選者は、7 月 11 日㈯午後 5 時 30 分
までに樽井公民館で教材費をお支払い
ください（お支払いがない場合は、キ
ャンセルとします）。 E メールで申込
みの場合、3 ～ 4 日以内に返信がなけ
れば、電話（☎ 483-4361）でお問合
せください

子ども総合支援センター開設記念講演
【とき】6 月 24 日㈬午後 1 時 30 分～

3 時 30 分
【ところ】あいぴあ泉南１階大会議室

【内容】講演「発達支援の今後の在り
方について～市町村での発達支援～」

【講師】大
おおつか

塚晃
あきら

さん（上智大学総合人
間科学部社会福祉学科教授）

【参加費】無料
【問合せ】子ども総合支援センター

（☎ 482-4168）

「こんな遊園地があったらいいな！
夢の遊園地・こども絵画展」開催中！
　子どもたちが描いた夢の遊園地の絵
をもとに、夢の遊園地を形にしました。
過去の砂川遊園のジオラマや航空写真
も展示しています。

【展示期間】9 月 29 日㈫まで
【ところ】図書館 2 階展示コーナー
【テーマ】砂川遊園展 part2 ～過去か

ら未来へ～
【制作】図書館応援団（市民ボランティ

ア）ディスプレイグループの皆さん
【問合せ】図書館（☎ 482-7766）

子どもたちに読書の楽しさを伝える
絵本の講座

【とき】7 月 1 日㈬午前 10 時～ 12 時
【ところ】図書館２階視聴覚室
【対象】おとな
【講師】土

ど い

居安
や す こ

子さん（大阪児童文学
振興財団主任専門員）

【定員】50 名（申込順）
【参加費】無料
【その他】子どもゆめ基金助成活動　
【申込み・問合せ】泉南市絵本とおは

なしの会事務局（☎・FAX474-7426）

①くみひもづくり
　飛鳥時代、都の工房で行われてい

た、くみひもづくり。当時と同じ方

法でミサンガをつくります。

【とき】6 月 13 日㈯（午前の部）午

前 10 時～ 11 時 30 分、（午後の部）

午後 1 時 30 分～ 3 時 

【参加費】無料 

②むかしの文様で
プラ板キーホルダーづくり
　むかしの人が考えたいろんな文様

の中から、お気に入りの文様をさが

し、好きな色でうつしとって、キー

ホルダーにします。

【とき】6 月 27 日㈯（午前の部）午

前 10 時～ 11 時 30 分、（午後の部）

午後 1 時 30 分～ 3 時

【参加費】50 円（材料費） 

①②共通

【対象】小学生以上で市内在住在勤

在学の方（小学 3 年生以下は保護者

同伴） 

【定員】いずれも 10 名程度（多数の

場合は抽選） 

【申込み・問合せ】直接または FAX、

E メールで、希望する活動と時間帯、

住所、参加者および保護者氏名（ふ

りがな）、年齢、性別、学校名、学

年を埋蔵文化財センター

（ ☎ 483-6789 ／ FAX483-7089 ／

e-mail:maibun@city.sennan.lg.jp）

へ。直接申込む場合はハガキを 1 枚

持参してください（返信用）。

①は 6 月 9 日㈫、②は 6 月 18 日㈭

締切

　　　　　　　　まいぶんクラブ参加者募集 

上記の広告に関するお問い合わせは、株式会社　宣成社へ（☎ 06-6222-6888）

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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国登録有形文化財山田家住宅一般公開 
【とき】6 月 2 8 日 ㈰ 午前 10 時～午

後 4 時  
【ところ】山田家住宅
【内容】主屋（日根対山の襖

ふすまえ

絵、よろ
いかぶと、和時計、やり、火縄銃ほか）、
米蔵（民俗資料館）、台所棟（かまど）
ほか 

【入場料・申込み】不要（ただし、パ
ンフレット代として任意で 100 円の
協力金をお願いしています）  

【その他】タケダ電設隣の空地に駐車可
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南・市民まちづくりサロン
【とき】（第 3 回）6 月 24 日㈬午後 1

時 30 分～ 3 時 30 分
【ところ】市役所別館会議室 1・2
【参加費】無料
【共催】泉南市 ABC 委員会
【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

泉南市 ABC 委員会
第 1 回せんなんふるさとの味料理講座

【とき】7 月 11 日㈯午前 9 時～ 12 時
【ところ】樽井公民館 2 階料理室
【対象】男性および子育て中の方歓迎
【内容】泉州玉ねぎ＆水ナスを使った

料理とイワシ料理
【定員】15 名（申込順）
【参加費】500 円（材料費、保険料、

当日徴収）
【一時保育】1 名につき 100 円（保育料）
【その他】料理のできる服装で参加、

布巾を持参
【申込み・問合せ】6 月 15 日㈪～ 19

日㈮の期間に電話で生涯学習課（☎
483-2583）へ

ゴキブリホウ酸だんご作り 
【とき】6 月 17 日㈬午後 1 時～ 
【ところ】市場区民センター 
【参加費】100 円（当日徴収） 
【主催】泉南市婦人団体協議会（会員

募集中） 
【申込み・問合せ】　電話で生涯学習課
（☎ 483-2583）へ。6 月 10 日㈬締切

初夏の山野草展のご案内 
【とき】6 月 20 日㈯午前 10 時～午後

4 時 30 分 、21 日㈰午前 9 時 30 分～
午後 4 時 

【ところ】信達公民館 
【内容】初夏の山野草、寄植えなど約

200 点 
【費用】無料 
【問合せ】泉南山野草会甲

か い

斐
  （☎ 476-2113） 

第 17 回タオルバザールの開催
　安心・安全・高品質な泉州タオルの
製造直売イベントが開催されます。

【とき】6 月 28 日㈰午前 9 時 30 分～
午後 3 時

【ところ】エブノ泉の森ホール 2 階レ
セプションホール

【内容】メーカーによるタオルの即売、
大抽選会等

【その他】駐車場あり（2 時間無料）
【問合せ】大阪タオル工業組合

　　　　　　　　　　（☎ 464-4611）

せんなんわくわく広場サザンぴあ
①朝市

【とき】６月６日㈯午前 8 時 30 分～
【内容】水なす漬物試食販売会、サザ

ンぴあ新作ケーキ販売会、季節の手づ
くり惣菜販売会など
②エコ・フリーマーケット

【とき】6 月 20 日㈯午前 9 時 30 分～
午後 2 時（雨天の場合は翌日順延）

【その他】出店者募集中、参加費用１
ブース（2m × 2m）500 円 。6 月 15
日㈪締切

【問合せ】せんな
んわくわく広場
サザンぴあ

（☎ 482-0277)

第 31 回泉南市三曲協会定期演奏会
　初夏の日に、日本の伝統文化である
邦楽を琴・三弦・尺八による演奏で楽
しんでみませんか？皆さまをお待ちし
ています。

【とき】6 月 28 日㈰午後０時 30 分開場、
午後１時開演

【ところ】文化ホール 
【入場料】無料 
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

岸和田支援学校ボランティア体験講座
【とき・内容】下表のとおり

【 と こ ろ 】 岸 和 田 支 援 学 校 ( 土 生 町
5-9-1)　

【定員】各 10 名 ( 申込順 )
【 申 込 み 】 電話か FAX、E メールで、

希望するコース、郵便番号、住所、氏
名、電話番号、年齢、性別を岸和田
支援学校ボランティア体験講座係 ( ☎
072-426-3033 ／ FAX072-426-5310 ／
e-mail:shien-ml@kishiwada-y.osaka-c.
ed.jp) へ。前期締切は 7 月 1 日㈬、後
期締切は 8 月 20 日㈭

日米親善レスリング大会
アメリカ選手団との国際交流会
　アメリカの高校生と食事をしながら
交流を深めませんか

【とき】6 月 24 日㈬午前 10 時～午後
１時

【ところ】人権ふれあいセンター
【定員】15 名（申込順）
【参加費】300 円（食事代）
【主催】泉南市 ABC 委員会
【協力】りんくう翔南高等学校
【申込み】6 月 5 日㈮から電話で政策

推進課（☎ 483-0004）へ

イベントなどの情報ページ

情報情報

とき
7/8 ㈬

午後 3時 30 分～ 5時

午前 9時 30 分～ 12 時

7/13 ㈪
～ 15 ㈬

内容
①講義「子どもの介助の仕方、
車いすの押し方」

②授業見学、介助実習

8/26 ㈬

午後 1時 30 分～ 3時

午前 9時 30 分～ 12 時

9/2 ㈬
～ 4㈮

①講義「子どもの介助の仕方、
車いすの押し方」

②授業見学、介助実習

前
期
コ
ー
ス

後
期
コ
ー
ス
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今月の表紙
色とりどりの衣装をまとい、時代行列！
　「市制45周年記念・熊野紀州街道
泉南にぎわいまつり」が開催され、市
内で初めてのイベント「時代行列」が
行われました。古代・平安・戦国・江
戸時代に分かれ、時代に合ったそれぞ
れの衣装を身に着け、多くの参加者が
信達宿本陣跡に集合。信達宿で鉄砲隊
による空砲を合図に、行列がスタート。
時代ごとに列を作り、熊野紀州街道か
ら市民体育館までを練り歩きました。
沿道には多くの観客が訪れ、時折、歓
声が上がっていました。街道を練り歩
く長い行列をカメラやビデオに収めて
いました。　　　　　　　（4月29日）

市長の動き

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『カルタにして伝えたい泉南市の魅力』

カルタにして
　　　　伝えたい

大豆インクを使用しています 携帯サイトＱＲコード
この広報紙は再生紙を使用しています

　泉南市の人口・面積
人口 63,788人（－6 人）
男性 30,853人（＋4人）
女性 32,935人（－10人）
世帯数 25,668世帯（＋38世帯）
面積 48.98㎢

4月末現在。（　）内は前月比

←これから見ごろの浄光寺の
ハナショウブ

↓ナスの古漬けを使った
「じゃこごうこ」

広報紙が届かない方は…

　広報紙が届かない場合、またはご
近所等でそのようなご家庭をご存じ
の方は秘書広報課までご連絡くださ
い。（☎483-0002）

　スポーツ少年
団入団式に出席
しました。
　（4月19日）

住民・学校・教育委員会で取り組む「泉南市の郷土カルタづくり」を実施しています。
興味のある方、参加してみたい方、ご意見などあれば埋蔵文化財センターへ

　市長杯グラウン
ドゴルフ大会にて
始球式をしまし
た。（4月23日）

「古代ハス」を見にきませんか
　住民の方々と一緒に、「古代ハスの子どもたち」を栽培しています。
６月初旬には立ち葉が伸び、6月中旬以降になると花芽も出てきます。
花の見ごろは７月中旬ごろ。ぜひお越しください（関連行事も計画中）。
【ところ・問合せ】埋蔵文化財センター（泉南市コミュニティバス「大苗代」バス停か
ら徒歩２分☎483-6789）

広報せんなん6月号（No.600）　平成27年6月1日発行

編集と発行　泉南市総合政策部秘書広報課
〒590-0592　泉南市樽井一丁目１番１号
Tel:072-483-0002（秘書広報課直通）Fax:072-483-0325
各課へのお問合せは広報せんなん各記事に記載の直通番号へおかけください。
記事の掲載を希望される方は、各担当課へお問合せの上、ご相談ください。
なお、各課直通番号が不明な場合は、483-0001（総務課）へおかけください。
e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp　　http://www.city.sennan.osaka.jp/
携帯サイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/mobile/

　本市の魅力といえば、花。春に
なると、市内各所のサクラ、里山
のヤマザクラ、熊野紀州街道のフ
ジ、岡田浦のハマヒルガオ、信達
岡中の林昌寺のツツジ、鳴滝浄光
寺のハナショウブ、幡代のローズ
ガーデン、信達市場の長慶寺のア
ジサイ、金熊寺の梅など一年を通
じて楽しめます。さらに、ヤマザ
クラやツツジなどの花を楽しめる
ハイキングコースも盛りだくさん

です。
　さといも、ふき、玉ねぎなどの
農産物も、魅力のひとつ。中でも、
水なすは江戸時代の初期から栽培
されている、皮が柔らかく水分を
多く含んだ「ご当地なすび」です。
水なすは浅漬けが有名ですが、古
漬けにした水なすと、大阪湾でと
れる「とびあら」をつかった、郷
土料理「じゃこごうこ」は、ご飯
ににぴったりのおかずです。

花いっぱい、おいしい農産物もいっぱい
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